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完訳『教室授業改善のための中学校英語科教育課程運営資料』 
－韓国中学校英語教育カリキュラムの基礎資料－  
 
 
木村 裕三  
 
 
１．はじめに 
韓国の学校英語教育を規定する国家カリキュラムは教
育課程と呼ばれ，これまでに 7 回の改訂を見ている。初
回の教育課程は朝鮮戦争直後1954年に韓国政府が自らの
手で制定した第 1 次教育課程であった。それは，長い日
本支配から脱却する精神的再建に加え，日本支配開放直
後に勃発した朝鮮戦争による国土荒廃から立ち直る物質
的再建の二重の再建（馬越，1995：172）に直面しながら
も，難局を乗り切る教育改革史の始まりでもあった。そ
の後，1963年，1974年，1981年，1987年，1992年，1997
年と近年はほぼ 5年に 1回の頻度で教育課程が改訂され
てきた。 
現在の韓国の学校教育を規定している第 7 次教育課程
は，韓国教育部（現韓国教育人的資源部）より1997年12
月30日に告示され，2000年より年次進行で施行されてい
る（表１）。その特徴は，①一律な年次進行導入ではなく，
学年によってばらつきがあること，②初等学校への英語
の導入が1997年，第6次教育課程施行途中であり急遽そ
の内容を盛り込んだために中学校英語の文法内容と一部
重複してしまったこと，③そのため第 7 次教育課程施行
後の中学校で，第 6 次教育課程初等学校英語カリキュラ
ムで英語を学んだ生徒をそのまま受け入れざるを得なか
ったこと，が挙げられる。例えば2001年に中学校１年
 
表１：第6次・第7次英語科教育課程の関連および初等英語教育導入進行表 
1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 
初等５ 初等６ 中学１ 中学２ 中学３ 高校１ 高校２ 高校３   
初等４ 初等５ 初等６ 中学１ 中学２ 中学３ 高校１ 高校２ 高校３  
初等３ 初等４ 初等５ 初等６ 中学1＊ 中学２ 中学３ 高校１ 高校２ 高校３ 
初等２ 初等３ 初等４ 初等５ 初等６ 中学１ 中学２ 中学３ 高校１ 高校２ 
初等１ 初等２ 初等３ 初等４ 初等５ 初等６ 中学１ 中学２ 中学３ 高校１ 
 初等１ 初等２ 初等３ 初等４ 初等５ 初等６ 中学１ 中学２ 中学３ 
  初等１ 初等２ 初等３ 初等４ 初等５ 初等６ 中学１ 中学２ 
   初等１ 初等２ 初等３ 初等４ 初等５ 初等６ 中学１ 
    初等１ 初等２ 初等３ 初等４ 初等５ 初等６ 
     初等１ 初等２ 初等３ 初等４ 初等５ 
      初等１ 初等２ 初等３ 初等４ 
       初等１ 初等２ 初等３ 
        初等１ 初等２ 
         初等１ 
註：初等の字体が初等学校で教科として英語を履修した学年。白色が第6次教育課程，灰色が第7次教育課程施行の学年。 
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となった生徒（表１の＊印）は，それまで第 6 次教育課
程の元で，初等学校で４年間の英語教育を経験した生徒
であるが，現在完了時制などの文法事項を初習項目とし
て初等学校と中学校の両方で重複して学習する結果とな
った。 
いくらかの不整合はあったものの，第７次教育課程は
それまでの韓国の教育課程とは大きく異なるいくつかの
特徴が見られた。」金（2001:176）はその特徴を以下の 4
点に集約している。 
①学習者の能力，適性，進路に応じた，児童・生徒中心
の教育課程 
②「国民共通基本教育課程」と「選択中心教育課程」の
採用 
③教育内容の量と水準の適正化及び「水準別教育課程」
の導入 
④学校と生徒への教育裁量権と選択権の付与 
このうち，第7次教育課程の最大の特徴と言えるのが，
「水準別教育課程」の採用である。端的に言うならば，
これは学習者の能力差に応じたきめ細やかな授業を展開
することによって，能力の高い生徒には発展的学習を，
そうでない生徒には基本的学習の理解を保障するカリキ
ュラムである。韓国の中学校では英語は数学とともにこ
の「水準別教育課程」を踏襲しており，そこには様々な
工夫が国家レベルで展開されている。 
今回翻訳の対象とした『教室授業改善のための中学校
英語科教育課程運営資料』は，韓国の教育人的資源部が
2003年に発行した政府刊行物で，いわば第 7次英語科教
育課程の解説指導書にあたる。日本の学『中学校学習指
導要領解説外国語偏、英語編』が主として学習指導要領
の理念解釈を中心とした性格が強いのに対し，この『教
室授業改善のための中学校英語科教育課程運営資料』は，
第 7 次教育課程の理念を具体的事例と共に解説した書物
で，これに相当する実践的な政府刊行物は日本には見当
たらない。また，これまで第 7 次教育課程はその内容が
断片的に紹介されてきたものの（小泉，2000），その解説
書の全訳はまだ試みられておらず，韓国の中学校英語教
育を研究する上での一次資料として日本語訳を公表する
価値は高い。今回の完訳では，原著の６章分，114ページ
をその対象とした。 
 
２．完訳の内容 
Ⅰ英語科教育課程の理解 
① 性格  
中学校の英語の性格は初等学校で学習した英語を土台
に学習者が現在日常英語を理解しかつ使えることができ
る能力を育成し，世界各国と文化を交流することができ
る基礎を養うことを目標としている。また，英語でのコ
ミュニケーションの能力を養うこと以外には，英語を通
して人格教育にも影響を与え，より一歩進んで世界文化
を正しく理解し受け入れる態度を育成し，国際的な洞察
力をもった世界人を育てることが重要である。外国文化
を理解するということは，それを通して外国の知識と情
報を手に入れるという目的もあるが，外国文化を理解せ
ずには外国人とのコミュニケーションが正確にできない
ということより，生徒に外国の文化を理解することの重
要性を気づかせ，授業中に外国の文化を紹介することを
コミュニケーション活動と同じ次元で重要視しなければ
ならない。そして生徒の美しい心を育てるためにいい内
容を素材にし活用することができるように努力するべき
である。 
 
② 目標 
日常生活で必要な英語を理解し，使えることができる
基本的なコミュニケーション能力を育てる。同時に外国
文化を正しく受け入れ，韓国の文化を発展させ外国に紹
介できる基礎を養う。 
ア. 英語に興味と自信感を持ち，コミュニケーションが
できる基本的な能力を養う。 
イ. 日常生活と一般的な話題に関して自然にコミュニケ
ーションをする。 
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ウ. 外国の多様な情操を理解し，それを活用することが
できる能力を養う。 
エ. 外国文化を理解することにより韓国の文化を新し
く認識し，正しい価値観を養う。 
 
③ 内容 
ア. 内容の体系 
中学校の英語教育はリスニング・スピーキング・リー
ディング・ライティングの言語の四機能を総合的に使う
ことができる能力を漸進的に培い，コミュニケーション
活動を音声言語活動と文字言語活動とに分け，多様な素
材，文化，言語，語彙等を利用した学習とならなければ
ならない。 
第７次英語科教育課程の内容構成のモデルは次の通り
である。
 
＜第７次英語科教育課程の内容構成のモデル＞  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コミュニケーション能力 
（communicative competence） 
音声言語技能  
（spoken language skills）  
文字言語技能 
（written language skills）  
リスニング技能 
(listening skills）  
スピーキング技能 
(speaking skills）
リーディング技能
(reading skills）
ライティング技能
（writing skills）
理解技能（receptive skills）  表現技能（productive skills）  
コミュニケーションに必要な文章形式
基本語彙 
（vocabulary）
言語材料  
教授学習資料
コミュニケーション活動 
（communicative activities）  
コミュニケーション技能と例示文  
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イ. 学年／段階別成就基準 
・7（中 1）段階から 10（高 1）段階までは段階型水準別
の教育課程を適用する。段階型水準別教育課程は 1 つ
の学年を 1 段階とし，学期を基準とする 2つの下位段
階，a，b を置いて運営する。同一の下位段階の中でも
深化・補充型水準別授業を運営することを勧奨する。
・成就基準は目標と学習内容を包括する概念で，基本概
念と深化課程の成就基準を提示する。 
・学年／段階別成就基準は前の学年／段階の成就の上に
積み重ね適用させる。 
 
④ 教授・学習方法 
ア．各段階は連係性があるように指導する。 
イ．段階別による知識水準に合わせて動機・誘発並びに
学習活動を草案する。 
ウ．同一段階における補充・深化学習のための開かれた
教育を計画する。 
エ．生徒中心の授業を計画し，生徒が授業での活動に積
極的に参加することができるようにし，教師は生徒の
力添えになるようにする。 
オ．教師と生徒，また生徒相互間の多様な活動を展開し
コミュニケーションの能力を養うようにする。 
カ．効果的なコミュニケーション活動ができるように多
様なコミュニケーション・ストラテジーを適切に使用
する。 
キ．個人差によって水準にあった学習活動や課題を遂行
することができるように準備する。 
ク．段階進級の際，進級できない生徒が出ないように補
充学習計画を練る。 
ケ．各段階で指導する際には，前・後すべての成就基準
を十分理解したうえで，該当する段階の水準と内容に
あわせて教授方法を多様化する。 
コ．各段階では段階別成就基準を達成することができる
ように指導すると同時に，前段階で学習した内容も繰
り返し学習することによって身につけさせ，自然な表
現をすることができるようにする。 
サ．深化学習では個別学習，自主学習，協同学習を勧め，
補充学習では学習不足であるところを把握し，補うこ
とができるように授業方式を研究する。 
シ．リスニング，スピーキングは視聴覚的な材料を積極
的に活用し，リスニング能力を養い，自然な表現がで
きるように指導する。 
ス．スピーキングの指導にあたっては，機械的な練習活
動よりも有意的でコミュニケーション中心の練習活動
を多く取り入れ，流暢さと正確さを養い，実際の状況
で適用することができる創意的な言語能力を養うよう
にする。 
セ．リーディングは直読直訳と速読する習慣を養うよう
に指導する。 
ソ．ライティングは文章単位の翻訳より主題を中心に自
分の考えを段落で構成し書くことができるように指導
する。 
タ．適切な文化学習を通して正しい判断力と価値観を養
うようにする。 
チ．授業はなるべく英語で行うことを奨める。 
 
⑤ 評価 
ア．学習した内容を中心に言語の四機能をバランスよく
評価する。 
イ．評価の際に正確度，信頼度，客観度を高めることが
できるようにする。 
ウ．目標によって分離評価と総合評価を適切に使い分け
る。 
エ．コミュニケーションの能力を正確に測定するために
分離評価より総合評価に比重を置く。 
オ．学習の成就度を随時検査し不足箇所を補充すること
によって，段階が終了する際に留級生があまりできな
いようにする。 
カ．評価の結果は教授・学習計画に反映させる。 
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Ⅱ 英語科段階別教育課程の編成・運営 
① 段階型水準別教育課程 
ア．段階型水準別教育課程の意義 
第７次教育課程では生徒の能力，興味，適正，進路に
よる個人差を尊重する基本理念を基に，学習欠損を予防
し，基礎・基本的な教育に忠実で，自主的学習能力を高
め教育の容易さを高めようとする水準別教育課程を導入
するに至った。これにより水準別教育課程は，決して落
ちこぼれクラスを編成しようとするものではなく，基本
課程の学習結果によって補充・深化学習の機会を多様に，
また十分に提供することにより，基礎学力を責任を持っ
て養おうとする教育的措置であるということができる。 
段階型水準別教育課程が適用される教科において，学
校は教科，学年，学校の環境によって該当する段階の学
習目標における一定の成就基準を考慮し，次の上級段階
への進級のための資格基準を設定しなければならない。
第７次教育課程においては段階の進級の決定権を全面的
に各学校に任せ，学校教育課程の運営の自律性を拡大さ
せた。 
段階型水準別教育課程において，段階の進級資格基準
設定は，生徒を排除し再履修させるところに目的がある
のではなく，すべての生徒が一定水準までは全員が勉強
できるように意義ある授業を提供するというところに意
味があるということを十分に理解しなければならない。
従って，学習不足の生徒が生まれた場合，特別に補充課
程を編成・運営し，国民共通の基本教育機関で履修すべ
き目標に向けてすべての生徒が到達できるようにすると
ころに意味があるのである。 
 
イ．段階型水準別教育課程の運営モデル 
段階型水準別教育課程の適用は中学校全課程で適用さ
れ，各段階別に学期を単位とする 2 つの下位段階を設定
し，学習者の水準を考慮し，個別学習とグループ別学習
等の個別化教授・学習方法を強要し，これを活用させ各
学生の到達水準に合った教授・学習活動が施されるよう
にするものである。 
段階型水準別教育課程に適用される教科の教授・学習
教材は，段階別に教材を使い，別途に必要な材料は教育
庁や学校自体で開発した材料を使い，各教科の該当する
段階の学習目標の達成基準を考慮し，次の段階への進級
のための資格基準を設定する。この過程において，該当
段階の学習目標に到達できなかった生徒に一定期間追加
学習の機会を提供することにより，次の段階への進級が
可能となるように特別補充課程を設け運営する。段階型
水準別教育課程の運営モデルは次の通りである。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
段階進級判定 
現段階 
（補充・深化学習）
学習不足の
補充 
特別補充課程 
特別補充課程 
上級段階 学習不足の
補充 
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段階型水準別教育課程の適用教科の教授・学習モデルは
今まで研究学校を通してよく開発され紹介されてきたが，
その一例は次の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教科書
研究 
Warm Up  
Let’s Go  
Listen and Talk
Look and Say 
Ⅰ,Ⅱ 
Read and 
Think 
Study Point Let’s 
Write 
Project Work 
On your 
Own 
活動 
内容 
単元の興味と
予備知識を活
動を通して誘
導 
 
コミュニケ
ーション機
能が使われ
るdialogueの
訓練 
多様な文字
を通してリ
ーディング
能力を育成 
主要文章及び構
造に慣れる 
グループ活動
を通してゲー
ムや課題の実
施 
学習内容の
成就度の診
断 
学習 
形態 
一斉学習 
水準別個別
学習 
水準別個別
学習 
一斉学習 
水準別グルー
プ学習 
個別学習 
基本課程
学習誌
基本課程 
共通学習 
基本課程 
学習誌 
学習の
助け
教師の
指導 
基本
成就
規準
達成 
補充 
成就 
規準 
達成 
基本課程 
共通学習 
基本課程 
共通学習 
教師の
確認
深化 
成就 
規準 
達成 
 
 
 
 
時
間
別
学
習
単
元
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② 裁量活動 
ア．裁量活動の教育的意義 
裁量活動教育課程とは，それぞれの学校の教育的必要
と要望によって教育目標と内容，方法，評価に関する一
切の事柄を各学校が決定・運営する教育活動を意味する。
裁量活動教育課程は個性ある創意的な人間育成を必要と
する時代の流れに応じて，教育制度の運営，教育内容の
変化を追及する教育的要求を受け入れる立場において導
入された。地域社会と生徒の要望，学校の特殊性，教師
の教育観によって専門性を発揮して特色のある教育活動
を展開することのできる制度的仕組みである。この点に
おいて第 7 次教育課程で重要とされている「裁量活動」
は，教科書中心の教育体制から脱皮し，学校教育課程の
自律化，多様化のための試みであると言える。 
第 7 次教育課程で設定されている裁量活動の教育的必
要性をいくつか取り上げてみると次の通りである。第一
に，生徒の多様な興味・適性・要望を取り入れ，教育内
容における生徒の選択権を拡大するためのものである。
第二に，学校教育における社会的要求を取り入れ，既存
の教育課程の領域である教科と特別活動で取り入れるこ
とができなかった新しい教育活動を繰り広げるためであ
る。すなわち，教科を深化・補充させると同時に教科と
特別活動を通して達成しにくい凡教科と自主的学習の機
会を提供するためのものである。第三に，地域社会また
各学校の特性に合った特色のある教育課程を編成・運営
し，教育課程における教師の専門性を発揮させるための
ものである。第四に，生徒の自主的学習能力を引き伸ば
し，生徒の直接的な体験活動ができるようにするための
ものである。第五に，教科書中心の教育体制から教育課
程中心の学校教育体制に変えるためのものである。 
これを通して学校教育における信頼を強化するための
ものであると理解する必要がある。 
 
イ．裁量活動の運営モデル 
裁量活動は大きく教科裁量活動と創意的活動の２つの
領域に分けることができ，教科裁量活動は国民共通の基
本教科の深化・補充学習のためのものであり，創意的裁
量活動は学校の独特の教育的必要，生徒の要求などによ
る凡教科学習と自主的学習のためのものである。 
裁量活動の時間に扱うことのできる学習内容を領域別
に見ると次の通りである（下～次頁表）。中学校の裁量学
習は学年別に年間 136 時間割り当てられており，教科裁
量活動が創意的裁量活動より 3 倍も多くなっている。裁
量活動の運営にあたってはテーマ探求，小グループ協同
研修，学習方法の学習等，自主的学習と総合的な凡教科
学習の領域の多様な教育プログラムを学校と教師，生徒
の要求と必要によって選択的に編成し運営することが可
能である。 
また裁量活動教育課程の編成・運営に当たっては，学
校によって多様でかつ学校の実情にあった一番適当なモ
デルを設定しなければならない。次頁にあるモデルはま
ず考えられる例示的な分類であり，この他にも多様なモ
デルを作ることができる。 
領域 活動 時間 活動内容（例示） 
基本教科深
化補習学習
0-68 
・国民共通の基本教科の深化・補充学習（国語，道徳，社会，数学，化学，
技術，家庭，体育，音楽，美術，外国語） 
裁 
量 
活 
動 
教科 
裁量学習 
選択科目 34-102 
・選択科目の学習 
（漢文，コンピューター，環境，生活外国語 1，他） 
 
                                                      
1第二外国語（ドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、日本語、ロシア語、アラビア語）。 
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 領域 活動 時間 活動内容（例示） 
凡教科学習
・民主市民教育，人性教育，環境教育，経済教育，エネルギー教育，勤労
精神育成教育，保健教育，安全教育，性教育，消費者教育，進路教育，
統一教育，韓国文化教育，国際理解教育，海洋教育，情報化及び情報倫
理教育等 
・学校，地域，生徒・親の要求を反映させた凡教育 
裁 
 
量 
 
活 
 
動 
創意的 
裁量活動 
自主的学習
34 
※教育課程で掲示された例示は無いが次のような活動が可能である。 
・学習方法の学習 
 －探求活動結果整理，学習情報活用能力 
・テーマ探求活動 
 －教科連結した探求テーマ，生活連結したテーマ 
・自由研究     ・小グループ合同研究 
・プロジェクト学習 ・体験学習 
・学校行事関連活動 ・学校特殊施策具現活動 
・特定領域学習   ・地域行事関連活動 
・学校長，教師，生徒が作る特別教育プログラム等 
・その他自律的教育活動 
 
＜関連索引による編成・運営モデル（全南－M女子中）＞ 
関連索引 モデル 特徴と長短所 
国民共通基本教科中心型 教師の需要供給調節が容易で教育課程の運営無難 
選択教科中心型 望ましいモデルだが選択教科の運営に障害がある 教科裁量活動 
選択教科集中型 多様な選択教科の教師が必要 
凡教科学習集中型 凡教科の学習を自己主導的方式に指導 
自己主導的学習集中型 生徒中心より緻密な指導計画が要求される 
時
間 
配
当 創意裁量活動 
配合方 創意的活動34時間を凡教科と自己主導に適切配分 
完全選択型 選択科目を開設し希望別クラス編成を100%保障 
部分選択型 学校が開設科目を決めクラス編成も裁量権を実施 
完全必須型 学校の意図で開設科目とクラス編成を任意に調節 
選択方式 
部分必須型 学校が部分的に必修科目を決め残りは選択 
深化・補充教科中心型 水準別授業には有利だが教科の単純な延長になる 
芸・才能教科中心型 特別活動や特技・適性教育科の連係指導に有利 
地域社会教科中心型 学校や地域社会の特色を生かすことが可能 
開設優先順位 
実用教科中心型 生徒の進路や職業教育に有利 
多品種陳列型 多様な分野に触れられるが味わうだけにとどまる 
少品種特化型 特定分野の内容をより深く扱うことが可能 
科
目 
開
設 
と 
ク
ラ
ス 
編
成 
凡教科開設 
領域数 
折衷型 教育的必要性と要求に従い弾力性ある教育活動可能 
教科中心配合型 教科配当後授業時数の少ない教師の裁量活動配当 
裁量活動中心配合型 裁量活動を優先配当しその後教科を配当 教師配置 
陳列型 教科と裁量活動を相互に陳列し配当 
再編成移動授業型 混乱を伴うが自分だけの分野を学習が可能 
学級別固定授業型 生徒全体が同じ内容を特定の教師に学ぶ 集団編成方式 
学級別巡回授業型 教師が入れ替わりながら教室巡回し授業をする 
1時間型 1時間単位の編成。授業の移動や変更が簡単 
単位時間運営方式 
統合時間型 2時間，3時間，4時間等の連続授業 
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関連索引 モデル 特徴と長短所 
 配合陳列型 1時間と2・3時間を適切に配当 
定日制分散型 週の中に教科時間を挿入し運営。運営安全性がある 
全体時間運営方式 
全日制集中型 特定の日に集中して運営。学習の特色活動に有利 
時間別分離型 裁量活動を教科や特別活動と分離し別度に運営 
学期間固定型 裁量活動を学期中に規則的に固定し運営 上位領域間運営方式 
配合陳列型 固定運営と分離運営を必要に応じ調節 
時間別分離型 教科裁量活動と創意的裁量活動を時期別分離運営 
下位領域間運営方式 
融合型 教科裁量活動と創意的裁量活動を融合し運営 
学年別差別型 教科の運営を統一教科など学年別に分けて運営 
学年間運営方式 
無差別無学年型 統一教科の場合学年別に分けずに無学年制で運営 
 
 
③ 特別補充課程 
ア． 特別補充課程の編成 
第 7 次教育課程の段階型水準別教育課程はすべての生
徒が国民共通の基本教育課程の最終段階まで到達するこ
との要求に従い，教授・学習方式の改善を通して教科授
業の時間に学習が徹底できるようにし，段階の履修に困
難が予想される生徒のための特別補充課程を設定，運営
し補充学習の機会を十分に提供することによりすべての
生徒が国民共通の基本教育課程を成功的に履修すること
ができるようにしなければならない。 
 ただし，特別補充活動の実施は教師と生徒のすべてに
負担になるため，学校の条件などを考慮しなければなら
ない。対象の生徒に適切な学習内容を再構成し教授・学
習材料を開発することを必要とする。 
 1 つの段階が終わると上位段階に進級可能であるかど
うかを決定するために評価を実施しなければならないの
だが，特定の段階の学習内容を十分に理解できていない
状態で次の上級段階に進級することを望む生徒には次の
段階での学習のための「特別補充課程」を運営すること
ができる。一定の理解水準に到達できていない生徒が次
の学期に次の上級段階に進級を望む場合，学校は対象と
する生徒とその親の同意の上で長期休み中に「特別補充
課程」を設置し運営することによって，不足している学
習の補充の機会を提供し次の階に順調に進級するための
代案を準備するなり，次の学期の初めに放課後または週
末等学校で定まった期間に「特別補充課程」に参加する
ことを前提に進級を許可することができる。 
この期間は生徒の水準と学校の実情によって変動可能
な期間であり，特別補充課程は対象の生徒すべてに全課
程を履修させることよりも，生徒の各個人の立場で必要
な部分（内容）のみを選択的に履修することができるよ
うに運営することが望ましい。なぜなら，学習の不足箇
所というのは多くの場合部分的に現れる現象であるとい
う点を考慮しなければならないからである。すなわち，
学習不足箇所でない内容まで繰り返し学習するように強
制することで不必要な無駄を招くなど学習の興味を喪失
させることを防止しなければならないということである。 
 
イ． 特別補充課程の運営モデル 
 特別補充課程の対象者の選定から運営に至るまでは学
校の条件によって違ってくるであろうが，学校が提示す
る成就基準に到達できていない対象の生徒の意見と個人
別な遂行能力を考慮し，日程や水準の基礎基本学力を修
得できる方案を考えなければならない。 
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開始
Warm up
一斉授業
教師中心個別指導
形成評価
生徒中心グループ活
まとめ
終了
＜特別補充課程 英語科教授・学習モデル（済州-D女子中）＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ 英語科水準別教授・学習方法 
① コミュニケーション中心のアプローチ 
第 7 次英語科教育課程改定の主となる方向はコミュニ
ケーション能力を重視した英語教育である。コミュニケ
ーションとは二人以上の人が言語を媒介とし，気持ち，
感情，知識，情報が交流することを含意し，「意味」の伝
達と理解が途絶えることなく交わされることを言う。従
って，授業時間に多くのコミュニケーション活動
（Communicative activities）が施されなければならない。 
ア．コミュニカティブ・アプローチ（Communicative 
Approach） 
 コミュニケーション能力を養うことを目標とするコミ
ュニカティブ・アプローチ（communicative approach）は
言語使用者と環境間での相互作用が言語学習の一次的目
標であり，学習者に実際のコミュニケーションと類似し
た状況での意味を作り会話する力を練習させるところに
関心を置いている。 
コミュニカティブ・アプローチの性格を規定している
いくつかの専門用語を提示しながら第７次英語科教育課
程について理解していきたい。 
（１） 相互作用学習（Interactive Learning） 
コミュニケーション（communication）という概念自体が
相互作用的な性格を表わしているとともに，このような
学習はpair work，group workを通して実現され対話練習
5分 
25分 
40分 
45分 
No 
Yes 
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よりも実際の対話を通して実現される。そして問題を解
くことよりも実際の人物に文字を書いたり送ったりする
ことにより実現される。 
全言語教育（Whole Language Education） 
   全言語（whole language）という概念が言葉は音素や単
語のように分離された実体ではなく，発話のように連結
された完結体という認識の中にある。対話の場合，‘What 
time is it now?’のような質問は，それ自体は完結された言
語ではなく‘It’s 11:30.’のような答えが付け加えられる
ことによって初めてひとつの完結された言語使用となる
ものである。 
 
（２） 内容中心の教育 （Content-centered Education） 
従来の言語教育が言語の構造のみに関心を寄せていた
ため，実質的でない学習となり，学習の動機を低下させ
てきたことに対する反省から生まれたこととして，言語
教育は言語形態と同じようにその内容も重要であるとい
う点を認識したのである。サッカー選手にワールドカッ
プに関する内容の英語を教えるとすれば，それに注げら
れる関心は相当のものである。これは英語を初めて学習
する場合であるとしても，生徒の知的水準に合った内容
を（言語形式を単純化する過程に直して）扱わなければ
ならないという点を示唆する。 
 
（３） タスク準拠学習＜Task-based Learning> 
タスク準拠学習の基本原理は，生徒に目標言語である
英語を使用しなければならない学習のタスクを提示し，
そのタスクを解決するためには他の人と積極的に相互作
用を行い，目標言語を使用するようにすることである。
タスク準拠学習には次のような長所がある。 
 
・言語形式を超え実際の世界に対する関連要素を見つけ
るとができるようにする。 
・コミュニケーションの目標を持てるようにする。 
・個別タスクが成功したかどうかを確認できるようにフ
ィードバックを提供する。 
・実際の生活で問題解決ができるようにする。 
 
この方法は生徒をまず課題に取り組ませ（learner 
involvement），課題を解決する過程で自分のしなければな
らない役割に責任を持たせ（learner responsibility），結果的
には自分の学習を自分自身で責任を持ってしていく自己
主導的学習（learner autonomy）に繋げる方法である。
 
＜伝統的教授法とコミュニケーション中心のアプローチ法の比較＞ 
項 目 伝統的教授法 コミュニケーション中心のアプローチ法 
成功的学習 ・正確な文章を作ること ・相互間で意味のあるコミュニケーション 
言語学習 ・内容より形式に比重 ・形式より意味中心のコミュニケーション 
教師 ・知識伝達者 ・協同者，コーチ，案内者 
生徒 ・受動的受容者 ・能動的意思決定と意味生成者 
教材 ・古典的読みもの教材 ・コミュニケーションのための authentic material
知識 
・絶対的な意味を持つ物により 
学習者が受容するもの 
・状況と学習者によって相対的な意味を持ち学習
者が生成するもの 
評価 ・結果重視，総括評価，客観式 ・過程重視，診断評価，遂行評価 
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イ．コミュニケーション中心の教授・学習方案 
 コミュニケーション能力を効率的に伸ばしていくため
には次のような点に注意し適用しなければならない。（ミ
ン・チャンギュ，2003） 
 
・コミュニケーション中心の教授・学習活動は英語の形
態，意味，機能を総合的に訓練するものでなければな
らない。最近多くの英語学者達はコミュニケーション
が上手になるためには英語の知識と共にこれを活用す
る能力が必須であるという主張をしている。コミュニ
ケーション中心の英語教育は，語彙や文法のような言
語形態学習活動と対話中心の学習活動を均等に経験で
きるようにすることが望ましい。 
・コミュニケーション中心の教授･学習活動は学校級別に
異なるように適用されなければならない。小学校では
調査（survey）活動のような音声言語課題と，コンピュ
ーターを利用して手紙を書く（keypal）文字言語課題を
利用したコミュニケーション中心の英語の授業をする
ことができる。 
・コミュニケーション中心の教授･学習活動は生徒の水準
に合うように提示されなければならない。水準の低い
生徒はコミュニケーションの内容やタスクを単純化し
て活動させ，水準の高い生徒は反対に内容と過程を少
し複雑にする等，水準に合った教授･学習方法になるよ
うにしなければならない。 
・コミュニケーション中心の教授･学習活動は自然な対話
を訓練する過程でなければならない。ネイティヴ・ス
ピーカーは冗談で韓国人は所為“detective conversation
（尋問対話）”をしていると言う。初めて会う人に“What 
is your name?”，“Where are you from?”，“Are you 
married?”等のような尋問のような質問をしながら対話
を始めると皮肉を言うのである。 
 
※ コミュニケーション中心の教授･学習展開のた
めの具体的な診断及びに代案の参考材料 
 
► 教育人的資源部 教育広場 21（2003,3）.英語科
教授･学習方法改善 （www.madang21.or.kr） 
－コミュニケーション中心の教授･学習接近方法改
善方案（ミンチャンギュ） 
－学生活動中心のスピーキング・リスニング活性化
方案（ソジンスク） 
－生徒の活動中心のリーディング領域活性化方案
（ホヨン） 
－ライティング活動によるコミュニケーション能力
育成方案（オジェウォン） 
－ICT を活用した英語科教育活性化方案（チョミオ
ク） 
 
ウ．教材の再構成 
現場で授業計画を立てる時は，まず教育課程をもとに
開発された教科書を見て教育課程の意図に応じて教育内
容を再構成させなければならない。教材再構成のポイン
トは，すでに教師の手に渡された＜教育課程＞と＜教科
書＞の内容をいつもその通りに教えるという固定観念か
ら抜け出し，学習集団の水準を考慮し次のような質問を
吟味し，担当している生徒にもっと意味のある学習内容
が何かを決定することを意味する。 
・学習内容の順序を学習の難易度を考慮し再調整する必
要はないか。 
・生徒に強調すべき学習内容は何か。 
・教科書の内容の中で省いたり補ったりすべき内容はな
いか。 
・教科書の内容の中でもっと発展させるべき部分はない
か。 
・新しい情報，教授方法の活用のために教科書の内容の
一部を置き換える必要はないか。 
このような質問をもとに既存の教材（教科書）を少し
は批判的に一方では肯定的に検討し自分の授業では＜こ
れを学習内容として扱おう。＞という“これ”に対する
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最終決心を立てることが教材再構成（教材研究）の意義
である。 
したがって既存の教材の解釈と翻訳の結果は次のよう
な代案で表すことができる。 
 
►代案１：既存の教材に提示されている学習内容の再認
識により教科書と教師用指導書に示されている
学習内容を受容しそのまま教師の授業内容にし
ようとする体場（既存内容受容） 
►代案２：生徒の水準地域の特殊性を考慮し内容の水準
を調整したり，地域の実情に合った教材を既存
の物と入れ替える場合（既存学習内容の部分的
補完） 
►代案３：教師が学習の重要箇所を主導的に，既存の教
科書と指導書を学習材料の補助として取り扱い，
教科書と共に多様な教材を広く使用する場合
（教材の創案） 
 
実際の教授･学習過程で，自分がどの立場をとり，これ
からどのような方向で教材を活用しようとするのかを深
く考えてみる必要がある。何よりも教材の単一化を抑え
学習集団の水準を考慮し多様な学習材料の創案が要求さ
れる。 
したがって授業を設計する時に教師は教えようとする
生徒と教授要目の事前知識をもっていなければならない。
これらの知識をもとに与えられた教材を分析し再構成す
ることができる。与えられた教材を分析し再構成しよう
とする時，次のような実習をいくつかすることができる。 
●Look at a unit in a textbook you are using （or are familiar 
with） and say what language skills and language type are 
included in the unit. Is the language for presentation or 
controlled practice or is the provision for communicative 
interaction? 
●Look at a unit in a textbook you are using （or are familiar 
with）. What activities are there in the unit? Do you think you 
would have to include extra material when teaching the unit?  
Why? 
●Take any piece of reading material from an English textbook 
and think of how it could be used for integrated practice of 
other skills. 
●Take a dialogue from any textbook you know and write down 
exactly procedure you would follow when using it to 
introduce some new language. 
● Design your own oral communicative activity for your 
class based on repertories you are familiar with. 
 
  他の人と積極的に相互適用をし，英語でコミュニケー
ションをするように誘導するために，次にある例示のよ
うに深化学習の材料を作成することができる。 
 
Ⅰ HATE MATH.  HOW ABOUT YOU? 
1. Objective: To introduce students to fluency activities. 
2. Level: Advanced 
3. Time: 45minutes 
4. Material: Photocopies of task sheet 
5. Procedure: 
●Warm the students up for the task by getting them to list the 
subjects they do in school. （This will check that they know 
the names of the subjects in English.） 
●Give each student a task sheet and explain they have a 
maximum of fifteen minutes to get around the class. When 
they have finished, run a feedback session for the whole class 
and ask question such as:  
－ Who liked/disliked the same subject? 
－ What were the most common reasons for liking/disliking 
particular subjects? 
●Get the students to expand and comment on the reasons 
given. 
 
Task Sheet  
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Look at this list of subjects we study in school: 
 Korean Language   Mathematics    English 
 Social Studies       Moral           Science 
 Physical Education   Music          Fine Arts 
 Technology・Home Economics 
 
Work individually for five minutes. Choose one of the subjects 
you particularly dislike, and list three reasons for disliking this 
subject. 
Now go around the class and find out if anyone likes or dislike 
the same subjects as you do. Find out the reasons people gave 
for liking or disliking a subject and make a list under the 
headings below: 
 
Reasons for                 Reasons for 
liking a subject             disliking a subject 
 
 
② 言語機能別指導方法 
ア．リスニング 
（１）リスニング指導法 
（ア）リスニング能力 
リスニング能力は聴覚器官を通して音を受け取る消極
的活動ではなく，聴き手の内面的言語知識や思考力，推
理力等，総合的な精神機能が動員される複合的でありか
つ積極的な言語活動であると言える。従って口語で伝達
される言語を正確に聞き取るためには，音声信号を正確
に捉え，捉えた信号を聴き手が社会的経験や知識を利用
し，理解，推論，または類推し判断する総合的な能力を
必要とする。 
 
（イ）効率的な聴取力指導法 
1）  Model Exercise Ⅰ 
ア）聴き取りの目的：会話聴き取り 
イ）細部の聴き取り技術 
－弁別的な音声の区分：on the／under；fifty／fifteen 
－アクセントの有無の区別 
－簡単な文章を聞き true／false で答える 
－短い時間で聴き取った言語のまとまりを記憶する能力
の育成 
ウ）授業目標を達成させるためのExercise開発 
（例１）Circle the sentence you hear. 
a. What are you doing on Saturday? 
b. What do you do on Saturday? 
（例２）アクセントのある箇所とない箇所の把握練習 
a. I’m terribly sorry. I think I’ll go and have some bananas. 
b. I’ll have spaghetti and salad 
（例３）簡単な文章を聞いて true か false か手をあげる
（T：右手，F：左手） 
a. San Francisco is the capital of the United States. 
b. 7 plus 8 minus 10 is five. 
（例４）Listen and fill in the blanks. 
a. He （   ）（      ）（   ）（     ） for a long time. 
b. I （   ）（      ） help him, but he didn’t （     ） my 
help. 
 
2）  Model Exercise Ⅱ 
ア）聴き取りの目的：会話の聴き取り 
イ）細部の聴き取り技術： 
－聞いて，答える 
－主題を把握する，要約する 
－情報を聞き細かい内容を正確に覚える 
－特定の談話で必要な役に立つ表現に慣れる 
－連結した音を通して聴き取りにくい部分の練習 
ウ）授業目標を達成させるためのExerciseの開発 
始めの２語の聴き取り：英語は前が重要である！ 
（例１）Listen to the dialogue and answer the following 
questions. 
a. Where do you think they are having a conversation? 
b. What is Judy doing? 
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c. When are her parents visiting her? 
d. Why does she want to hold a party? 
e. Did Jack accept her invitation? 
f. What time does the party start? 
g. When does Jack’s wife finish her work? 
 
3）  Model Exercise Ⅲ 
ア）聴き取りの目的：談話の聴き取り 
イ）細部の聴き取り技術： 
－主題の把握 
－談話の要約 
－細部事項把握 
ウ）授業目標を達成させるためのExerciseの開発 
（例１）Listen, and answer they following questions. 
a. What could be the title of the passage? 
b. How do Korean people respond to compliment? 
c. Why do Koreans respond that way? 
（例２）Summarize the passage in your own words. 
   
4）  Other Model Exercise 
ア）聞いて指示通りにする 
（例） You will hear five instructions. Put five alphabets 
following each instruction. The five alphabets will make one 
word. What is it?  As soon as you finish, raise your hand. The 
first one is done for you. 
                   U                 
イ）聞いて絵を描く（家の構造や教室の構造など） 
ウ）文化的な行事についての内容を聞いて書く 
（例）Listen and guess what annual events they are 
describing.  After you listen, write down which day it is. 
（1）            （2）            （3）_____________ 
 
**これまで提示した活動の前に，聞かせる内容と関連し
た事前情報を提供することのできる多様な活動をする
ことは，聴取力を向上させる上で非常に役に立つ。 
（討論，語彙に関する学習，リーディング，写真提供等）
⇒Pre-listening activities 
**聞こえた文章をすべて理解しようとするのではなく，
文脈や状況，世界の知識等を最大に活用する。（Listening 
strategies） 
 
（ウ） リスニング指導の原則 
１）指導技法は本質的に動機を与えるものでなければな
らない。 
２）指導技法は実際の言語とコンテキストを活用しなけ
ればならない。 
３）聴者の反応形態を注意深く考慮しなければならない。 
４）自らリスニングストラテジーを開発するようにしな
ければならない。 
－中心となる単語を探す 
－非言語的，または言語外的糸口を探す 
－言葉のコンテキストを通して話者の目的を予測する 
－聞いた内容と自分の認知的知識を連結する 
－意味を推測する 
－明確にもう一度話してほしいと要求する 
－全体の核心の把握 
５）ボトムアップ式，トップダウン式リスニング技法の
両方を含んでいなければならない。 
 
（２）水準別リスニング指導 
 
（ア）深化クラス 
１）基本学習内容が完全に学習できた後少し水準の高い
材料を提示する。 
２）深化学習材料はwork sheet の形態を中心に多様に提
示する。 
３）インターネットの英語学習サイトの中で生徒の好み
に合った所を選択し個別化学習をするようにし，これ
を１度くらい点検する。 
４）小グループ活動を中心にリスニング活動を進められ
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るようにする。 
 
（イ）補充クラス 
１）本来の学習での必修基本学習要素を必ず熟知するよ
うにする。 
２）時間ごとに新しい語彙学習の分量を調節する。 
３）補充学習材料は work sheetの形式を中心に多様に提
示する。 
４）学級内の水準別授業時，深化クラスの生徒を学習の
ヘルパーとして活用する。 
５）簡単な書き取りを実施し生徒の弱い部分を診断し処
置する。 
＜水準別学習計画案の例示＞ 
補充クラス 
►広告に出てくる，役に立つ表現の中で最も基本的な物に慣れる。 
  －hair, look, smooth, shiny … 
    －sleep, strong, climb a mountain, dance, pair … 
  －college, learn, jazz dance classes … 
►pair practice 
 上手な生徒とペアを組み基本的な表現を聞いて内容を話しながら完全に慣れる。 
 
 
基本クラス 
広告の内容を聞いて理解する 
►広告に出てくる，役に立つ表現に慣れる。 
  －hair, look, smooth, shiny … 
  －comfortable, sleep, strong, climb a mountain, smart, dance, pair … 
    －wrong number, college, learn, jazz dance classes … 
►広告の内容を聞きながら，理解した単語を書き，広告が説明している絵と繋げる。 
►リスニングの台本を見ながら聞き間違えたり，聞こえなかった部分を確認する。 
►もう一度聞きながら広告の内容を完全に理解する。 
 
 
深化クラス 
►新しく追加された内容の広告を聞いて書き取る。 
 
 
イ．スピーキング 
スピーキングの指導の究極的な目標は学習者に自発的
でかつ自然なコミュニケーションを可能にさせるとこと
にある。しかし，英語学習の初期である中学生にとって
このような目標は到達困難にならざるを得ない。従って，
中学生にはこの目標に到達する前段階の効果的なスピー
キング学習指導方案を研究しなければならない。Rivers & 
Temperly はこのような予備段階のコミュニケーションを
類似コミュニケーション（pseudo－communication）と呼
び，初期外国語学習者にこのようなコミュニケーション
の集中的な指導を勧めている。すなわち，初期段階の生
徒にはスピーキングの内容が学習者の気持ちと感情から
自発的に出てくることよりも，外国語学習状況に基づき
構造化・統制化された（structured and controlled）コミュニ
ケーション学習を指導することが正しいというものであ
る。英語教師は生徒に英語学習の初期段階からこのよう
に構成されたスピーキングの練習を各自の自発的なコミ
ュニケーションの目的に合わせて運用することがでるよ
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うに指導することで，究極的に真のコミュニケーション
（true communication）ができるように導く。 
 
（１）スピーキング指導方法 
下に掲示したいくつかのスピーキング指導方法を基本
学習，補充学習，深化学習で適切に活用し指導すれば効
果的である。 
 
（ア）Ritual 
phrase, sentence 等を暗記することによって一般の会話
で効果的に使用することができるようにする。 
 
ex） A : Excuse me, do you mind if I smoke? 
     B: I’m sorry, smoking is not allowed here. 
     A: Oh, I didn’t know. 
（その他の例示紹介：Greeting and leave-taking,  Street 
directions, Introduction of people, Simple inquires for 
information, Buying/bargaining for something, Brief 
conversational rituals） 
 
（イ）Recitation    
自分自身を紹介したり記述するときに必要な一連の文
章を掲示する。 
ex） My name is                . 
      I’m from                . 
      I’m a                . 
      I’m             years old. 
（その他の例示テーマ：My family, My hometown, My 
job/assignment, My impressions of your country, 
Daily/weekly/seasonal routines, The climate in my country, 
Personal interests and hobbies） 
 
（ウ）Operation 
 語彙を紹介し文法的な構文を練習するようにする。日
常生活で起こる，つまり行動でできることを内容にする。
写真の撮り方，洗濯の仕方，車の運転の仕方等，言葉で
説明する方法を練習するものである。 
ex） 録音機使用法 
 First, push the eject button. 
  Then put the cassette in. 
  To record, push the play button. 
（その他の例示：Loading a camera, Taking a picture, Driving 
a car, Making coffee or tea, Cooking something with a recipe, 
Planting a garden, Borrowing a book from a library） 
 
（エ）Constructalog 
生徒に対話ができる機会を提供することで生徒を言語
状況に直接導くためのものである。生徒が材料を使うこ
とによって質問をしかつ調査もできる言語問題に直面さ
せる。 
 ex） at a bank, at a post office, at a gas station, at a doctor’s 
office, in a store, in a restaurant 等  
 
（オ）Possessive pronoun chain activity  
形容詞，所有代名詞，色彩がある語彙等を練習させる
ための活動であり，生徒各自が自分の持っている物を描
写した後，他の生徒が持っている物を描写するための練
習である。 
 ex）  
Student A: My sweater is blue. Hers is yellow. 
Student B: My cap is red. Hers is pink. 
Student A: My pencil is short. Theirs are long. 
Student B: My land is wide. His is narrow. 
 
（カ）Map activity 
二枚の地図を準備し，一方には場所の名前が書かれて
おり，もう一方には書かれていないようにする。二人の
生徒がお互いに一枚ずつ分けて持ち，生徒Ａがある場所
を探していると言い，生徒Ｂに質問する。すると生徒Ｂ
は方向を口頭で説明する。場所が一致してはならない。
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このような活動を information-gap activityと言う。 
 
（キ）Role-play 
学習者が実質的な英語の練習ができるようにするため
には，ある場面を提供し自分が必要とするものを自由に
話せるようにする。このような role-play の種類には状況
役割劇，語彙統制役割劇，自由テーマ役割劇等がある。 
 
（２）水準別スピーキング指導 
 
（ア）深化クラス 
１）基本学習内容が完全に学習できた後，少し水準が高
い材料を提示する。 
２）深化学習材料はwork sheetの形態を中心に多様に掲示
する。 
３）小グループ活動を中心に多様なスピーキング活動を
行うようにする。 
 
（イ）補充クラス 
１）必修基本学習の要素は必ず暗記し話すようにする。 
２）時間ごとに新しい語彙学習の分量は適切にする。 
３）必須基本学習要素をなるべく短い文章で提示する。 
４）補充学習材料はwork sheetの形態を中心に多様に掲示
する。 
 
 
＜水準別学習計画案の例示＞ 
補充クラス 
▶ 日課を尋ねる表現に慣れる 
 What time do you usually get up? 
  ⇒ I get up at seven o’clock. 
 What time do you have breakfast? 
  ⇒ I have breakfast at half past seven. 
 What time do you go to school? 
  ⇒ I go to school at eight o’clock. 
▶ pair practice 
 ペアと一緒に一日の日課について質問し答える。 
 
 
基本クラス 
時間の表現 
▶ 時間を表わす表現に慣れる。 
 -a quarter, half, past, to… 
▶ 生徒に多様な時間を提示し言葉で表現してみる。 
                
 
深化クラス 
▶ 5 minute presentation 
 自分の一日の日課について考え友達に話す。 
 
 
ウ．リーディング 
 
（１）リーディング能力 
リーディング能力とはリーディングと読解を包括した
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言葉である。リーディングとは文字で伝達された言葉を
見て意味を考え活用する過程であり，主に目と脳の活動
に依存している。リーディング能力とは文字で表現され
た単語を視覚的にすばやく意味と連結させ，このような
単語が集まって文章を構成し，その文章の構造的意味を
把握することにより文章全体の意味を理解する能力はも
ちろん，いくつもの文章が合わさって一つの段落となり，
いくつもの段落が合わさって一遍の文章，随筆，論説，
または小説となる場合，この段落と一遍の作品全体から
あらすじや特徴，情報を把握する能力を含む。 
英語の読解は単に英語の文字の読解だけを意味するも
のではなく，次のような能力を総括する言葉である。 
－事実的な情報をみつける能力 
－文字の流れや時間的，空間的順序を理解する能力 
－テーマとあらすじを見つける能力 
－原因と結果を把握する能力 
－比較対照する能力 
－推理する能力 
－結論を下す能力 
－文章に出てくる登場人物の性格を把握する能力 
－文章の原典を見つける能力 
 
（２）指導方法 
下に掲示したいくつかのリーディング指導方法を基本
学習，補充学習，深化学習で適切に活用し指導すると効
果的である。 
 
（ア）Predicting 
Passageや textを読んで内容に関して前もって予測する
ことで，内容把握の手助けをするものである。要領は簡
単な paragraphや passageを掲示する時に句読点や必要な
大文字等を無くす。全体の文章を読んで，もう一度正常
な文章になるようにする。 
ex）tonight in addition to doing my homework I must clean my 
room. 
   in addition social stability must be considered as an 
important factor. 
 
（イ）Previewing activities 
Readingの初めの段階はpreviewingであると言える。内
容を理解するためには必ず実施しなければならない過程
である。一つのpassageやdiscourseの全体の意味を把握す
るためには，topicや内容について概念的にでも大体理解
する訓練が結局全体の意味を把握するために役に立つの
である。ここでは内容の目次，テーマ，indexまたはすべ
てのparagraphにおける最初の文章，エピソード，絵，等
を速く探すことで全体の内容を理解する上で役立つので
ある。これは pre-reading activities の一つであり rate 
developmentとも関係がある。 
 
（ウ）Key Reading Technique 
段落や文章を読む時，冠詞，前置詞等のような function 
wordsを除いて content wordsを中心に読み文章の意味を
把握する訓練が必要である。すなわち必要な単語を選ん
で重点的に読むことで文章の意味を把握する方法である。 
 
（エ）SkimmingとScanning 
Skimming とは，知らせようとする特別な情報よりも，
全体の意味を具体的に把握するために，予め内容の流れ
を概括的に理解することを目的とする。 
Skimmingの効果的な方法の一つは，序論と結論，また
は summaryは注意深く読み，各paragraphは初めの文章の
みを読むというものである。 
ScanningはSkimmingと同じく内容を速く読む訓練にお
いて必要な技法であり，rate developmentにおいて必要で，
Skimmingとは違って目的を持って読む場合であると言え，
key reading と言える。これは明らかな目的，すなわち人
物，日付，電話番号等のような特別な質問に対する答え
を探すためのものである。それゆえSkimmingは物事の大
まかな要点または大まかに活字化されたものを探すこと
  20
であるが，ここではある特別な記事の内容を速く見つけ
それを重点的に読み内容を把握するためのものであるの
でSkimmingに比べて速度が速いと言える。 
 
（オ）Cloze exercises 
Cloze exerciseの目的は読解力を評価するための方法と，
textの readabilityを評価する手段として使用されるための
ものである。これは実質的な伝言文を伝達するために text
の全体に適用する上で総合的であると言える。 
語彙を推測して当てはめる場合と，掲示された二つの
中から一つを選択する方法，本文を読んだ後タイトルの
部分を補充する方法がある。 
 
ex） South America. It’s not foreign to us. 
After 13,000 flights and one million passengers, we’re certainly 
not new to South America. In fact, we ___________ to more 
cities in South America from _________ cities in North 
America than any other airline. 
 
ex） Health and Safety 
There are many kinds of safety. Prevention of accidents is 
（the/a） most publicized kind of （safe/safety）, but all kind of 
personal （safe/safety） should be observed.  Health （is/are） 
equally important. For a （healthy/happy） long life, careful 
observance （on/of） all kinds of safety （are/is） necessary. 
 
ex） Title                      
There are many kinds of safety. Prevention of accidents is the 
most publicized kind of safety, but all kind of personal safety 
should be observed. Health is equally important. For a healthy 
long life, careful observance of all kinds of safety is necessary. 
 
（カ）Main idea探し 
Min ideaとは topic sentenceの中で重要な意味を示すも
のであり，topic sentenceとは一つの段落でその段落を代表
する文章を言う。topic sentenceは一つの段落のテーマが何
であるかを読者に知らせる役割をし，またテーマに関し
て何であるかを伝える。 
 
ex） Topic sentence : The dictionary is a valuable study aid. 
   Topic: the dictionary 
   Min idea: a valuable study aid. 
 
（キ）Six way paragraph technique 
Reading abilityを開発させるための方法の一つが，主に
段落を中心に利用する技法である。これは段落を読んで
理解するためには６つの方法を通して指導すると
comprehensionが可能になるということである。 
これは Pauk（1974）が提案した方法で段落を指導する
場合，まず一つ目にテーマが何であるかが分かり，二つ
め目に main idea はどれかを確認した後，三つ目に main 
ideaを説明している直・間接的説明文を探すようにする。
四つめ目に段落での結論は何であるか，五つ目に
expository paragraph で組織上どんな要素が強調されてい
るか，そして最後に単語の意味が文脈の中でどんな意味
として使われているかが分かるように生徒に訓練するこ
とによって，読解力増進のためになるというものである。 
 
（３）水準別リーディング指導 
 
（ア）深化クラス 
１）基本学習内容を完全に学習した後，少し水準の高い
資料を提示する。 
２）深化学習資料はwork sheetの形態を中心に多様に掲示
する。 
３）インターネットの英語学習サイトで生徒の好みに合
った所を選び個別化学習ができるようにこれを週1回
くらい点検する。 
４）小グループ活動を中心に討論式リーディング活動が
行えるようにする。 
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（イ）補充クラス 
１）本時の学習で必修の基本学習要素を必ず熟知できる
ようにする。 
２）時間ごとの新しい語彙学習分量を適切にする。 
３）必修基本学習要素をなるべく短い文章で再構成し学
習させる。 
４）補充学習資料はwork sheetの形態を中心に多様に掲示
する。 
５）学級内水準別授業の時，深化クラスの生徒を学習の
手助けとして活用し必修基本文章を読んでその意味
を把握する訓練をさせる。
 
＜水準別学習計画案の例示＞ 
補充クラス 
▶声に出して読む 
▶語彙に慣れる 
 －Bingo Game, Hangman Game, Speed Quiz等のような多様な語彙関連活動を通して新しい語彙に慣れ
る。 
▶構文や表現等に慣れる。 
▶Comprehension Check-up 
 －Yes/No Question 等を利用して理解度を点検する。 
 
 
基本クラス 
地文（読解の際に読む文章）に慣れる 
▶教科書または教科書以外の対話文を活用する。 
▶生徒が内容を読んで全体の流れを理解できるようにする。 
 
 
深化クラス 
▶基本学習に関連した新しい地文等に慣れる。 
▶Scanning/Skimming 
文章の内容を読む前に，ある事実等を知らせる質問を掲示することで scanning技法を活用して答えを探
すようにし，その後 skimmingし文章の内容を理解するようにする。 
▶Cloze Exercise 
文章の理解度を知るために cloze exerciseを実施する。 
 
エ．ライティング 
 
（１）ライティング能力 
ライティング能力とは文字言語を通してコミュニケー
ションを円滑にすることができる言語能力を意味する。
「書く」時に私達は文字記号を使用する。文字記号は文
字や文字の多様な結合を意味するが，ライティングとは
このような文字を使う行為を指す。勿論，ライティング
は文字記号を使って文字を書くこと以上の行為を含んで
いる。文字記号は単語を作り，単語は句を，句は文章を
作り，これらのものが一定の規則に基づいて生成される。
そしてこのようにきちんと配列された文章は文章を作る
者の考えと意味を一貫性を持って伝達する。 
 
（２）ライティング指導の原則 
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（ア）有意な学習となるようにする 
よくライティング活動は生徒にコミュニケーションの
目的を持って文を作るという意識を与えられず，現実性
のない機械的な活動になってしまいがちである。教師も
文を通して生徒とコミュニケーションをするというより
は，自分のことを中心に書いたと判断し評価してしまい
がちである。このようなことを防ぐために手紙，メモ，
アンケート，報告書，等の作文様式を導入し，生徒同士
で，または教師と生徒の間でコミュニケーションをする
ことが必要である。特に，作文様式（format）は英語と韓
国語ではかなりの違いがある場合が多いので，初期段階
からこのような作文様式の違いに慣れるように学習活動
を計画することが必要である。 
 
（イ）段階的な学習となるようにする 
ライティングで有意な学習を強調しようとして，初め
から自由に作文を書かせるわけにはいかない。学習者の
水準を考慮して学習段階を設定した後，生徒が自分の英
語能力の範囲内で，徐々にライティングに慣れるように
指導しなければならない。 
主にライティングの学習は次の三つの段階に分けるこ
とが一般的である。：統制作文→誘導作文→自由作文 
統制並びに誘導作文は教師が学習活動を統制する操作
的練習段階として，主に言語自体に関する学習を進める
ためのものである。この操作的段階は，教師の統制力に
よって，統制または誘導活動と呼ばれる。統制練習活動
は，単語や文章の書き写し等のように，学習者がほとん
ど間違わずに書くことができる学習活動である。誘導作
文では，生徒が内容の一部を選んで書けるようにする。 
自由作文は言語そのものよりも，意味と内容重視のラ
イティング活動を指す。しかし，ライティングを指導す
る時に，初期段階ではかなり厳しく統制された活動を準
備することが必須である。なぜなら，生徒は表現しよう
とする内容に比べて知っている英語の知識が不足してい
るので必ず書くことが嫌になる可能性が高く，また教師
の立場でも生徒が書いた英語にあまりにも多くの間違え
が発生すると学習効果に対して疑いを持つ可能性がある
からである。 
 
（ウ）ライティングをコミュニケーションの一つの体系
として慣れるようにする。 
ライティング教育をする時，いろいろな段階の学習活
動を通して，究極的には文を使ってどのようにしてコミ
ュニケーションをするのか，またスピーキングとライテ
ィングはどのような違いがあるのかを生徒に認識させな
ければならない。 
 
（３）ライティング指導の方法 
 
（ア）統制作文 
 
１）アルファベットを書く 
英語のアルファベットは生徒が英語の音を多く聞き，
読み，音に対する識別能力が生まれた後に書くように指
導する。このようにするとアルファベットを書くことを
アルファベットの聴き取り，読み，と合わせてより多様
で面白く指導することができる。この時，生徒が難しい
と感じる部分が何であるかを把握して指導すると効果的
である。 
 
２）書き写し 
書き写しはアルファベットを書いた後，ライティング
の初期活動として導入し，スピーキングとリーディング
を通して学習した内容を強化することである。特に，ま
だ英語の文字に慣れていない学習者に必要な活動である。
この他にも書き写しは綴字や文章，単語や句，文章の意
味，句読点，等を集中的に学習できるという長所がある。
書き写しを指導する時に，生徒が書き写す単語や文章を
声に出して読みながら書かせると，音と文字の繋がりを
理解させる上で役に立つ。 
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３）書き取り（Dictation） 
書き取りを指導する時は，生徒がすでにアクセント，
抑揚，休止（pause）等の英語の音にある程度慣れている
必要がある。教師が読む内容は短くて単純でなければな
らず，いくつかの文章を読む場合には，それぞれの文章
が互いに連結していて内容が構成されていなければなら
ない。また正常なスピードで読まなければならない。書
き取りには，単語の書き取り，文章の一部分の書き取り，
文章の書き取り，等がある。書き取りをする際には，教
師が読む場合が多いが，弱く発音しなければならない機
能語を強く発音したり，アクセントと抑揚等を不自然に
発音したりしないように注意する必要がある。また生徒
がすでに知っている内容を書き取りにすると，しっかり
聞かずに暗記した後で書く場合がある。これを防ぐため
には教科書の内容をそのまま読むのではなく，新しい内
容を混ぜて読む必要がある。 
 
（イ）誘導作文活動 
 
１）書き取り 
この段階では学習者にライティグの自由選択権がある
程度与えられる。教師は生徒に文章の一部を読み，残り
は各自にふさわしく完成させるようにする。 
このライティング活動は教師が文章を一つずつ読んだ
後，その文章を生徒が完成させた後次の文章を読む方法
や，全体の文章を読んだ後で別途時間をとって完成させ
る方法がある。 
 
２）対話作り 
生徒に対話の例と中心となる単語を与えた後，例に似
た対話を作らせる。 
 
３）完成させる 
 
一部の表現与え，文章を完成させた後，話させる。 
 
４）手紙を書く 
手紙を書くことは教室で最も普通に活用されるライテ
ィング活動であり，導入する方法によって教室の授業を
非常に活気づける活動でもある。教室で導入する時は，
一定の手紙形式と表現を予め与えた後，各自自分の立場
に合わせて一部分を書きたし，送りたい友達に送る。 
 
（ウ）自由作文 
ライティングの最終段階として，与えられた枠の中で，
必要な表現が与えられた状態でライティング活動を行う
ようにする。教師は生徒が自分の考えを表現できるよう
に適切に助けサポートする役割を果たすことが重要であ
る。 
 
１）日記 
ex） 次の事柄を含んだ英語の日記を書きなさい。 
 
（１）天気 
It was warm and cloudy. The sky was gray. But it didn’t rain. 
（２）登校前にしたこと 
I got up late.  I had breakfast and went to school quickly.  
But I was little late. 
（３）学校でしたこと 
I had three exams in the morning:  English, history, and 
music. I did very well in English, but not in history. 
 
２）絵を活用する 
ex） Cartoon Story :事件の全般的な順序がある絵に言葉を
付け加えてストーリーを作り英語で書かせる。 
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授業の目標によって英語の現在進行形または単純過去
形を誘導することができる。例えば，“Mary is waking up. 
She is getting up. She is getting out of bed. She is stretching. She 
is in the bathroom…”または“One day Mary got out of bed. 
She said ‘What a lively day!’She went into bathroom. She 
washed her face…”等，多様なストーリーが存在し得る。 
 
（４）水準別ライティング指導 
 
（ア）深化クラス 
１）基本学習内容を完全に学習した後，少し水準の高い
資料を提示する。 
２）学習資料はwork sheetの形態を中心に多様に掲示する。 
３）英語の日記，海外ペンパル，Keypal等，実用的なラ
イティング活動ができるようにする。 
 
（イ）補充クラス 
１）必修基本学習要素は書きながら暗記するようにする。 
２）時間ごとに新しい語彙の学習分量は適切にする。 
３）必修基本学習要素をなるべく短い文章で再構成し学
習させる。 
４）補充学習材料はwork sheetの形態を中心に多様に掲示
する。 
 
＜水準別学習計画案の例示＞ 
☆各自自分の姿を描いて友達に自分を紹介しましょう。 
 －Draw your face. Describe yourself. Talk to your classmates about yourself. 
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☆ Write 
  My name is ____________________________.  I like ________________________________.  
  I am a _________________________________.  My nickname is ______________________.  
  I am __________________________________.  ______________________________________. 
  My hair is _____________________________.  _____________________________________ . 
  My eyes are ___________________________.  ______________________________________. 
  I have ________________________________.  ______________________________________. 
 
☆ Mini-Dictionary  
woman man girl boy hair long short 
curly straight eyes brown blue gray green 
glasses tall wavy thin well-built shy serious 
 
＜水準別学習計画案の例示＞ 
補充クラス 
▶  教師が読む文章を書き取らせる 
  How old are you?  
  What’s your name? 
  What does your father （mother） do for a living? 
▶ 書き取った文章をペアと交換し質問の答えを書かせる。 
  
 
基本クラス 
自己紹介 
▶ 職業を表わす語に慣れる 
  nurse, teacher, fire fighter, doctor, police officer, mail carrier…▶  年や名前，職業，等を尋ね答える表現に慣
れる 
 －How old are you? 
    I’m         years old. 
  －What’s your name? 
    My name is               . 
  －What does your father （mother） do for a living. 
    My father （mother） is a               . 
  
 
深化クラス 
▶ 次のような handout を配りペアにその情報を伝えるために必要な質問をノートに書かせた後ペアに渡
させる。 
   Name                      
   Age                       
   Father’s job                     
▶ ペアは質問の答えを書いて返し，その答えを理解し空いている箇所をうめる。 
  26
 
③ ICT（Information Communication Technology）活
用教授・学習 
ア．ICT活用教授・学習の活動形態 
英語科 ICT 活用教授・学習の活動形態は韓国教育学
術情報院の八つの分類（情報探索，情報分析，情報案
内，ウェブ討論，学力研究，専門家との交流，ウェブ
ペンパル，情報生成及びに共有）を基に，英語教科の
特性を反映し次の五つに分けることができる（韓国教
育学術情報院，2001）。 
 
（１） 情報識別 
英語の音とアクセント，リズム，抑揚から簡単なメ
ッセージに至るまで多様な情報を対象に，それが何で
あるかを知ったり他の対象との違いを区別したりする
活動である。 
 
（２） 情報理解 
多様な水準の言葉，または対話を聞いてその大意，
内容，テーマ，状況，話者間の関係，原因と結果，目
的，雰囲気，背景，等を把握する活動である。 
 
（３） 情報探索・分析 
インターネットの検索エンジンを活用したり，ウェ
ブサイト，CD－ROM タイトル，その他印刷資料，等
を利用した情報（または資料）を探して活用したり，
集めた資料をワードプロセッサーやデータベース，ス
プレッドシート，等の応用ソフトウェアを利用して比
較，分類，調合して結果を導き出す活動である。 
 
 
（４） 情報基盤コミュニケーション 
音声言語的コミュニケーションは，主にリスニング
とスピーキング活動を伴うコミュニケーションであり，
多様な ICT道具を活用し音声言語を基盤とし成り立つ
相互作用的コミュニケーション活動である。文字言語
的情報コミュニケーションは，主にリーディング，ラ
イティング活動を伴うコミュニケーションであり，代
表的事例はE-mailを通した活動である。これは多用な
ICT 道具を活用し文字言語を基盤として成り立つ相互
作用的コミュニケーション活動である。 
 
（５） 情報精錬加工 
一種の情報を作成する活動として，完全な情報生成
ではなくとも，情報を添削または総合して他の形態に
加工したり精錬し産出したりする活動である。代表的
な活動としてホームページ作成が考えられる。 
 
イ．ICTを活用した授業展開 
ICT を活用した効果的な英語の授業が展開されるた
めには，大きくICT活用事前準備段階とICT活用段階，
ICT 活用後続活動段階が必要である（キムジョンリョ
ル，2002）。 
 
（１） ICT活用事前準備段階 
ICT 活用事前準備段階では，学習内容の分析，教材
の再構成，資料の準備点検，適性媒体の選定が必要で
ある。 
 
 
 
 
ICT 
活用 
事前 
活動 
段階 
 
● 学習内容の分析 
● 教材再構成 
● 資料準備 
● 適性媒体の選定 
●学習目標，学習過程，導入資料の分析 
●教材の再構成を通して学習内容，方法，資
料準備 
●本時に関連する情報分析，ウェブ文書や掲
示板での説明資料の作成 
●学習効果を最大に生かすことのできる媒
体の選定・点検，学習に関する運営プログ
ラムの準備 
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単元  学年（段階）  時 
 
学習 
テーマ 
 
 
学習
形態
個別／pair／グループ別学習 
コミュニケー
ション目的 
 コミュニケーション
機能カテゴリ  ー
例＞事実的な情報・確認 
学習目的 
ICT総合目標  言語機能カテゴリー 例＞リスニング・スピーキング 
活動形態 例＞情報案内掲示 
学習
環境
 
I 
C 
T 
活 
用 
事 
前 
段
階 運用媒体 
及びに 
ICT資料 
例＞インターネットが可能なパソコンを個人に1台，プリンター，プロジェクションテレビ，ワー
ドプロセッサー，プレゼンテーションプログラム，CD-ROM，エデュネット 2サイバー学習教材，
各種ウェブサイト 
 
（２）ICT活用段階 
ICT 活用段階は導入，展開，まとめの部分に分けて
実施される。まず，導入部分では，ICT 活用英語学習
の目標の掲示と ICT 活用の課題掲示，活動方法の説明
が含まれており，展開部分では本格的な ICT 活用の課
題の実施活動を流れに沿って展開していく。そしてま
とめの段階では ICT 活動を通しての情報の再産出（情
報→知識）と ICT 活動の結果発表及び共有を含む。こ
こでの「情報の再産出」の意味は，学習目標達成のた
めに展開段階で得た情報を再加工して創意的な方法で
表現することで，「情報」そのままの状態ではなく「知
識」の状態として作成することである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 韓国教育学術情報院が発信している総合サイバー教育サイト。教師，生徒，一般国民が教材，学習コンテンツなどに自由にアクセ
スでき，サイバーコミュニティーを構築できる。 
 
段階 教授・学習 教授・学習活動 
 
導
入
● 前時の学習の振り返り 
● 学習の雰囲気作り 
● 学習目標の掲示 
● ICT活用課題の提示 
● 活動方法の説明 
● 前時の学習の振り返り 
● 動機誘発及び学習の雰囲気作り 
● 学習目標及びICT活用課題の把握 
● 具体的な学習方法及び手順の熟知 
● ICT課題の活動 
－関連表現の全体学習 
－課題別活動 
● 学習内容に関連した表現に慣れる 
● 掲示された表現に練習を通して慣れる 
● 説明されたICT課題活動に合わせて活動 
展
開
  
28
 
 
（３）ICT活用後続活動段階 
ICT 活用後続段階では学習目標の達成の可否と程度
の確認，実施課題の反省，創意的内容の激励，ICT 活
動の経験の内面化，等の内容が含まれる。学習目標の
達成の可否／程度の確認は「評価」を意味するものと
し，評価計画に伴う様々な要素（評価領域，評価内容，
評価形態）等が含まれる。この段階では実施課題の反
省，創意的内容に対し褒めることと，ICT 活動経験の
内面化がなされるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
学習目標達成の 
可否／程度 
確認（評価） 
－教師の観察評価 
－自己評価 
－グループ別の相互評価 
－クラスメートの評価 
実施過程の反省 
－水準別学習活動の展開に伴う実施の反省 
－クラスメートの評価と自己評価を通した実施過程の反省 
創意的な内容の激励 －実質的なコミュニケーション活動ができているグループを褒める 
I 
C 
T
活
用
後
続
段
階 
ICT活動経験の 
内面化 
－自分が直接体験し学習する過程で，実質的な言語の使用体験を間接的に体験 
 
ウ．言語領域別 ICT活用方案 
 
（１）リスニング 
－CD-ROMを利用して対話を聞きながら大意，テー
マ，状況，話者間の関係を理解 
－ウェブ上で対話の内容が入ったサウンドファイル
を聞いて，与えられた質問をクリックしながら解
答する 
－話者が長く説明しているものが入ったサウンドフ
ァイルをダウンロードして聞き，key wordや重要
な内容を記録する 
－インターネットのサイトに提供されているテーマ
についてお互いの意見を聞いて，話者が話してい
るあらすじの内容を文書作成機に書き移した後，
対話の共通的な要素と反対の要素を探す 
－ニュースネットワークで 1～3 分間提供されてい
ICT 
活用 
後続 
活動 
段階 
● 学習目標の達成 
● 実施課題の反省 
● ICT活動の内面化 
● 学習目標の達成可否と程度の把握 
● 実施課題の反省 
● ICT 活用学習結果物の掲示を通して創意
的な内容を褒める 
● ICT活動経験の内面化 
● 情報の再産出 
● ICT 活動の発表及び共
有 
● 学習内容をまとめ多様に発表する 
● ICT活動の内容を発表し再産出する 
● 電子ポートフォリオ 
ま
と
め
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る音声ファイルを聞いて，その内容を韓国語に要
約しまとめる 
－特定のテーマについて提供されている音声ファイ
ルを聞いて自分が聞いた内容を他の人のものと比
較する 
－日常生活に関するストーリーを聞き，表や絵を完
成させる 
（２）スピーキング 
－画面に掲示されたチャンツや歌に合わせて歌う 
－インターネット電子新聞に提供されている「人物
情報」の検索を通して，好かあるいは尊敬してい
る人物を探し，その写真と人物の説明をプリント
アウトした後，それを見ながら英語で説明する 
－日常生活に関する簡単なグラフや表を見て説明す
る 
－英詩を集めたウェブサイトで興味のある詩を探し
暗唱する 
－インターネットで特定のテーマと関連した記事の
サイトを探し，それを読みその内容を文書作成機
でまとめ画面上で説明する 
 
（３）リーディング 
－英字電子新聞の記事に絵と共に掲示されている文
章を検索し読む 
－ウェブブラウザ用プログインプログラムをダウン
ロードする際に，提供されている指示文を読み，
それに従いダウンロードする 
－インターネットのサイトで特定のテーマに関する
文章を読み，その内容をワープロで要約した後，
プリントアウトし，クラスメートと回し読みする 
－日常生活でよく使われる物（携帯電話，電位製品
等）を作る企業の英字のホームページを探し，製
品の広告を読む 
－最近の事件，健康，スポーツ，娯楽，等の内容の
ウェブサイトを探して読む 
－国内の英字新聞の記事を検索して読む 
－各国の英字新聞を検索してヘッドラインを中心に
探して読み，一つの記事を選択しておおまかな内
容を把握する 
－各国の休日に関するインターネットのサイトを検
索し読みながら，色々な国の文化を理解する 
 
（４）ライティング 
－CD-ROMの「聞いて書く」のコーナーをクリック
し文章を一つずつ聞き，指定された空所にその文
章を書く 
－文書作成機で「フォント」を選択し文字の属性を
イタリック体にし，アルファベットのイタリック
体を打ってみる 
－短い文章をウェブサイトで読み，文書作成機を利
用しこれを二つの文に主要内容を要約して書いて
みる 
－文書作成機で日記を作成し，日付別に個別のファ
イルを作った後，このファイルを保管するフォル
ダーを作り整理する 
－外国の子どものホームページに訪問し掲示板に登
録する 
－インターネットで共通の興味や悩みを持っている
同じ年頃の子の書いたものを読み感想を書く 
－カードサイトに入って友達や先生に英語のカード
を送る 
－三行詩や五行詩を作りイメージを添加し作る 
－校内ネットワークを通して特定のテーマについて
各自の見解を電子メールで交換する 
－インターネットで外国語の履歴書の様式を検索し，
この様式に合わせて自分の履歴書を作成しファイ
ルに保管する 
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＜ICT活用指導案（例示）＞ 
段階 7-a 教科書 D教科書 
単元名 
Lesson5. Can you send some 
Kimbap over the Internet? 
指導教師  
学習テーマ Writing English letters and sending it as e-mail  学習空間 学習情報室 
学習目標 
（深化） Students can send e-mails introducing their past 
experiences. 
（補充） Students can send English letters using the given words.
授業形態 
individual& group 
activities 
学習要素 Internet surfing, getting e-mail address of friends or e-pals 
インターネット関
連サイト 
http://www.netenglish.or.kr/keypal/newkeypal/index 
http://www.englishclub.net 
http://www.webcomics.com/cgi-bin/webcom/caim 
http://www.jsenglish.com 
ICT活用 
学習政策 
ICT活動形態 Surfing information about English grammar/e-mails 
運営媒体 専用線，教授用pc1台，生徒用pc3人に1台，実物画像機，プロジェクションテレビ 
 
activities steps 
（time） 
Procedure 
teacher students（H/M） 
materials 
for ICT 
Greetings 
Warm-up 
・To greet the students 
・To make the students relax 
through a chant 
・To greet all together 
・To chant together 
“Birthday present” 
音 
Intro- 
duction 
（5’’） 
Short 
review 
 
 
 
 
 
motivation 
・To refresh the previous 
learning using PPT.3 and 
memory games （Can you? 
/ Sure, I’m sorry-） （saw, 
went, come, took..） （Give, 
buy, send..） 
・To make them have a Brain 
Storming about writing 
English letters about the 
past memories. 
・To review the previous 
leaning by telling one 
sentence per each student 
and playing memory 
games about past-tense  
verb. 
 
・To try to imagine what they 
are going to write in the 
letter（to who, about what, 
forms…） 
マルチメディアPPT－1，
2 
（Individual-activity） 
 
 
 
 
mind-mapping 
 introducting 
the aims 
Students can write an English letter about their past 
memories and send it over the internet. 
CD-ROM 
Develop 
-ment 
Listening- 
whole class 
 
problem- 
solving 
 
 
 
 
 
 
individual- 
activity 
 
・To make the students listen to 
Sujin’s letter 
 
・To have questions & answers 
drill about the letter. 
 1. What is 遠足 in English? 
 2. Where did Sujin go on the 
field trip? 
3. What does gimbab made 
of? 
4. What’s the name of 
herfriend? 
 
・To listen to the letter 
 
 
・To answer the question and 
correct their mistakes. 
 
★emphasis on the 
past-tense verb forms 
 
 
・To listen to the teacher and 
see the letter form. 
CD-ROM 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マルチメディアPPT3 
 
                                                      
3 パワーポイント素材のこと。 
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activities steps 
（time） 
Procedure 
teacher students（H/M） 
materials 
for ICT 
Develop 
-ment 
 
 
 
 
problem- 
solving 
 
 
 
 
 
group- 
activity 
・To show them the letter form 
through PPT and make them 
full in the blanks on the 
studysheets. 
 
・To give them scrambled 
sentences which are in one 
letter on projection TV and 
let them make a story. 
① Do you know what? 
② Dear John 
③ How’s your school? 
④ I made a friend. 
⑤ How are you doing? 
⑥ His name is Hodong. 
⑦ He plays soccer very well. 
⑧ I’m doing fine. 
⑨ I play soccer every afternoon. 
⑩ Minho 
⑪ Your friend 
 
・To make them complete the 
ICT worksheets （For the 
students who didn’t finish 
it, tell them to send by that 
night.） 
 
 
 
・To fill in the blanks and 
understand how to write 
an English letter. 
 
 
 
・ To try to make the story 
with the group. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・To try to finish the sheet in 
a gives time 
 
 
 
 
 
マルチメディアPPT4 
 
 
 
 
 
 
 
 
Group activity 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Module Program 
Conclu 
-sion 
homework 
assignment 
 
 
 
Consoli 
-dation 
 
 
closing 
announce 
-ment 
・To give them home 
assignment papers about 
the past tense verbs and 
their usage. 
 
・To tell them how the class 
was and asks them how it 
was. 
 
・To cool down the class with 
the chant and make closing 
announcement. 
・To get the papers and  
Listen to the teacher 
 
 
 
・To tell the impression of the 
class in English and sing 
the chant 
 
・To say good-bye to the 
teacher and to the friends 
leveled 
worksheet 
 
 
 
 
 
 
 
CD-ROM 
 
④ 協同活動 
 
ア．協同学習の概念 
協同学習とは，性，能力，人種等が異質な生徒たちに
よって構成された小グループで協同の目標を設定し，そ
の目標を達成するためにお互いに助け合い，責任を共有
しながら課題解決に対して協同で補償を担うことである
と言える。協同学習は単に結果を求めるために努力する
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のではなく，生徒が意見と情報を交換・共有し，課題に
対する質疑と応答や，チーム間での賞賛と同じ行動を通
して力を貸し借りし，教師は生徒の活動を褒め活発な相
互作用が成り立つようにするなど，授業環境で各自の役
割を忠実に担うことで小グループの共通タスクを達成し，
人間関係を向上させる教授・学習方法である。 
 
（１）チーム（Teams） 
４人のチームが理想的である。チーム全員が能動的に
参加しやすい規模であり，ペアワークでは同等に参加す
るために同じように分けることができる。 
 
（２）力を合わせようとする心（Will） 
協同学習を成功裏に運営させるためには，生徒が力を
合わせようとする心がなければならない。チーム作りと
学級作りはこのような心を作り出す。協同的で相互依存
的な任務と，チーム及び学級に対する認識体系は，力を
合わせようとする心を生み出させる。 
 
（３）運営技術（Management） 
円滑な協同的学級運営のための多くの運営道具があ
る：沈黙信号，役割負担（資料を分ける人，静かにさせ
る人），チームの質問，多様な模範例の使用，等がある。 
 
（４）社会的技術（Skills） 
生徒が共に効果的に活動するためには，次のような多
様な社会的技術が必要である。他人の意見を聞くこと，
葛藤の解決，教える技術，そして教師には役割及び作戦，
協同ストラテジー，模範の提示，講和，実行，反省と計
画が必要である。 
 
（５）基本原理（Basic Principles） 
協同学習には四つの基本原理がある。肯定的な相互依
存，個人的責任，同等な参加，同時多発的な相互作用
（PIES）。四つの原理が揃うと良い協同学習となるが，そ
うでない場合グループ別活動となる。 
 
（６）協同学習の構造（Co-op Strategies, Co-op Structures） 
協同学習の構造は，その内容で生徒をどのように相互
に活動するかを指示するものである。協同学習の構造が
四つの原理の中で成り立っているが，チームを作り，助
け合う心を創造し，社会的な技術を教える，これが成り
立つとき協同学習を成功させることができる。 
 
イ．協同学習のモデル 
 
（１）STAD （Student Teams-Achievement Division） 
ある形態の授業をした後に学習シートが与えられたら，
学習者はその後の問題に備え小グループ別に勉強する。
そして個別に問題に答えた後，ペアで解答用紙を交換し
採点した後，教師が点数を集めグループの点数の算術平
均である小グループの点数 4を加えた後，得点の高いグル
ープに賞を与える。 
 
（２）TGT（Teams Games Tournaments） 
STAD と授業形態や探究性は同じであるが，クイズを
トーナメント方式で行うという点で異なる。学習目標に
関する問題のカードと解答用紙を準備し，ゲーム開始後，
ゲーム結果をテーブル記録表カードに記録し，これを小
グループ記録表に移す。各グループのメンバーは自分の
学習能力によって，他のグループで自分と同じレベルの
学習能力を持っている生徒とゲームをする。この授業形
態は体級別に行われるスポーツの試合と似ている。特に
このモデルは，まるで授業をゲームのように面白くでき
るという点と，成功のチャンスをすべての生徒に均等に
                                                      
4 例えば，ある単元の学習シートの成績をペアで採点して個々
の成績を算出したあと，その点数と前単元の学習シートの成績
の差を出す。そしてその差をグループ内で総計する。この総計
は個人点ではなく，グループ得点として扱われる。このグルー
プ得点の活用は，前時のグループ得点に累積する方法や，1時間
ごとに活用する方法など様々であるという。 
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提供できるという点が特徴である。 
 
（３）小グループプロジェクト（small-group project） 
協同学習の重要な形態の中の一つは，生徒に一つの産
物を作らせるために一緒に作業させることである。ここ
でのポイントは，テストを受けるために資料を学習する
というよりは，集団での問題解決，創意性，そしてチー
ムの研究活動のような協同的な過程そのものに置かれて
いる。小グループ活動の例をいくつか挙げると次のとお
りである。 
７学年の英語の時間に生徒は，小グループを作り，有
名人の人生の事件を模索する短い戯曲を作り直接公演し
た。教師は生徒の公演をビデオに撮った。このプロジェ
クトの草案者である李（Bill Lee）先生は現在スコットラ
ンドの中・高等学校で勤務しているが，このような活動
を「真の自尊心の形成者」という。 
 
（４）TAI（Team Assisted Individualization）  
このモデルは，比較的生徒の水準差が多い数学での問
題解決のための個別化学習と協同活動を結合させたモデ
ルとして，近年韓国の水準別授業に適用しやすいモデル
である。異質な小グループを構成しクラスメートの相互
学習に基づく相互作用を活発化させ，教師はプログラム
の管理に時間を費やすことがないので同じ水準の生徒の
グループを直接指導することができ個別指導をする余裕
ができる。 
 
（５）Jigsawモデル 
Jigsaw モデルとは，授業方式がジグソーパズルと似て
いるところからそう呼ばれている。小グループの各メン
バーが必ず課題の一部を責任を持って分担し，小グルー
プ全体の目標を達成できるように組織化し，疎外された
生徒がいないようにすべての生徒が活発な相互作用がで
きるように作られたモデルである。 
 
 （ア）母集団活動（home team） 
始めに教師が一つの単元の授業テーマを選択し，その
授業計画のあらましを説明する。その後，5～6人から成
る母集団にいくつかの下位テーマが質問形式で書かれて
いる専門家用紙（expert sheet）を配布する。母集団で生徒
は下位テーマ以外に各自が小グループ内でしなければな
らない役割，例えばリーダーや記録者のような役割を決
める。 
 
 （イ）専門家活動（expert team） 
各小グループで統一したテーマを担っている各小グル
ープの専門家たちが，別に専門家小グループを形成し，
一緒に学習活動を行う。もし一つの学級の小グループが
五つであるとしたら専門家別に集まった五人の専門家か
らなる専門家小グループが五つ生まれる。専門家の活動
は，主にその下位テーマを学習した後各自の母集団に帰
って母集団のメンバーにどのように核心内容を伝えるか
ということを中心に討論する。このために教師は専門家
小グループで扱うべき学習の要点と範囲を知らせる資料
を提供することが望ましい。 
 
 （ウ）母集団の再召集（home team reconvene） 
専門家グループの活動が終わると再び母集団に戻り自
分の専門的知識を小グループ内の他のメンバーに伝える。
他のメンバーは自分が専門としていること以外には全く
学習していないので，自分が専攻していない領域はすべ
てメンバーの専門家の知識に依存せざるを得ない。従っ
て，メンバーが教えていることを積極的に受容すること
になる。その過程が終わると全体課題を範囲とし個人評
価をうける。 
 
ウ．協同学習指導方案（例示） 
【Sub Plan】 
● Level: The First Grade of Middle School 
● Time: 45min 
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● Period: the 6th Period of Lesson 5 （Let’s Read） 
● Specific objectives 
・Students will be able to use the following expressions in 
real situations 
- How many hours do you watch it? 
- How often do you watch it? 
- He always uses a dictionary. （often, never, 
sometimes） 
- What do you think of it? 
・Students will be able to write by using above expressions. 
● Overall Teaching Procedure 
 ・Review – Words review with picture cards made by 
students 
 ・Jigsaw （Cooperative Learning） 
 < procedure > 
 ‣ heterogeneous groups 
 ‣ choice of personal task 
 ‣ consisting of expert groups 
 ‣ task learning of expert groups  
 ‣ cooperative learning of the original groups 
・Pairs Check （Cooperative Learning） – Work in Pairs 
< procedure > 
‣ Teacher gives one worksheet to two students.  
‣ One student sitting on the left side of the pairs solves odd 
number questions. The other solves even number ones. 
‣ Students can ask their partners if they need help. But they 
can’t solve their partners’ questions instead. 
‣ discuss the answer with their partners. 
‣ discuss the answer with group members. 
・Games and Prizes （Cooperative Learning） 
● Designing of the group 
 ・The group designing in this class is based on the Cooperative 
Learning. 
 ・Students are divided into 8 groups of 5 or 6. 
・Student’s level is decided according to the result of the 
mid-term exam. 
・Each group is consisted of 2 high-level students（導く人）, 
2 intermediate –level students（手伝う人） and 1 or 2 
low-level students（配る人） 
 
LET’S READ （For 手伝う人） Class:  No:  Name: 
 
Welcome to Chat Box. Here you can tell all your ideas about different topics. This week we’re talking about watching TV.  What do 
you think of them?  Let’s see some other student’s ideas. 
 
Bob 
My family watch TV almost every day. TV gives us a lot of pleasure. 
Andy  
When my father watches TV, he never talks to anybody. I hate TV. 
ⓐIt has stolen my father. 
 
*下記の質問を参考にして上記の文章を完全に理解しよう!!! 
内容把握 
1．テレビに対して肯定的または否定的意見を表す表現や文章を探して，下線を引いてみましょう。 
2．下線部ⓐはどういう意味ですか。 
3. 上の文に紹介された人のテレビに対する賛成か反対の立場とその理由を話してみましょう。 
Bob（賛成／反対）理由： 
  Andy（賛成／反対）理由： 
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単語と 
表現 
 1. almost: 
 
 2. talk to: 
 
さて，討論は終わりましたか？では，自分のグループに戻って与えられた時間内にグループ内の人に役割分担の文を
説明してみましょう。内容要約と重要語句を中心に簡単に説明してください。そして，説明した所は教科書に印をする
ように指示してください。 
 
 
 
全員に勉強した内容の説明が終わったら，教科書を参考に次の質問に答えなさい。ペアと一緒に解く問題として，奇
数番号の問題は各グループの奇数番号の生徒が，偶数番号の問題は各グループの偶数番号の生徒が解きます。問題を解
く時，分からない所はペアの相手に質問して解くことができます。しかし，代わりに解いてもらうのはいけません。問
題を全部解き終わったら，相手が解いた問題をお互いにチェックした後，グループ全体で答えをチェックしてみましょ
う。 
１．この文章は何について書かれているか。 
３．賛成の立場の人をすべて書き，それぞれ理由を整
理してみましょう。 
５．次の表現はテレビに対する立場を主張する上で使
ったものです。テレビに対して賛成の立場をとる
時に使った表現をすべて選びましょう。 
often, many, bar graph, regularly, viewing habits, 
almost, every day gives us pleasure, Too much, 
however other things, just, don’t exercise, don’t read 
books, don’t help, think of TV, takes us away from, 
watch TV, every day, our parents, a lot of 
 
７．本文に出てきたテレビの長所を書きましょう。 
９．次の表現の意味を書きましょう。 
① bar graph 
  ② TV viewing habits 
  ③ teenagers 
２．この文章のキ―ワードを書きましょう。 
４．反対の立場の人をすべて書き，それぞれ理由を整理
してみましょう。 
６．次の表現はテレビに対する立場を主張する上で使っ
たものです。テレビに対して反対の立場をとる時に
使った表現をすべて選びましょう。 
often, many, bar graph, regularly, viewing habits, almost, 
every day gives us pleasure,  Too much, however other 
things, just, don’t exercise, don’t read books, don’t help, 
think of TV, takes us away from, watch TV, every day, 
our parents, a lot of 
 
８．本文に出てきたテレビの短所を書きましょう。 
10．次の表現の意味を書きましょう。 
① people in their fifties 
  ② however 
  ③ 203 minutes a day 
 
 
⑤ 英語で行う英語の授業 
（Teaching English through English : TEE） 
 
ア．TEEの必要性と目的 
韓国の英語教育の環境は英語を外国語で書く（EFL）環
境であるので，教室で勉強した英語を活用して学習者が
日常生活で英語を使える機会が限られており，実際の資
料やネイティヴ・スピーカーに接する機会が少ない。し
かし，世界の生活圏が少しずつ狭くなり相互依存度が高
まるにつれて，学習者が学校を卒業した後，英語圏とビ
ジネスをしたり英語使用国家に進出する機会が多くなり，
事実上EFL学習環境でESLレベルの英語能力がなければ
いけないという視点が置かれている。 
このような外国語学習環境の限界を克服し，国際化，
ペアチェックシート（Pairs check）▶手伝う人用◀ 
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開放化の時代的要求に応じることのできる教授・学習環
境を築くために，教育人的資源部はコミュニケーション
中心の教授法（Communicative Language Teaching）を英語
教育の現場に積極的に導入し活用することを勧めている。
コミュニケーション能力を養うことの重要性は第 7 次英
語科教育課程にも明らかにされている。しかし，コミュ
ニケーション能力とは社会的コンテキストの中で言語を
使う能力であるから，英語が外国語（EFL）である韓国の
教育環境でコミュニケーション中心の教授法を活用する
のは多くの問題点がある。 
このような現実の中で，原語による授業は韓国人の英
語学習者に英語に触れ使うことができる機会を拡大させ
る。原語で授業を行う場合，学習者はその言語が自然に
表現されることによって，聞き取りだけでなく，話し，
考えることに至るまで原語でできるようにしなければな
らず，外国語の学習環境が持っている問題点の解決法を
提示できるのである。すなわち，教室の中で英語を使う
機会が増えることで英語に対する渇きを潤わせることが
でき，結果的に生徒のコミュニケーション能力を養うこ
とができる。 
 
イ．効果的なTEEの使用 
 
（１）クラスルームイングリッシュの特徴 
教師が意味のあるコミュニケーションの機会を提供し，
生徒の反応を英語で誘導するために教師の英語が生徒に
とって理解されるものでなければならない。これは生徒
が学習する文法や表現を教師の言語にすべて統合し無理
に使わなければならないことを意味しているものではい
（Curtain ＆ Pesola,1994）。教師の言語は成人の一般的な
会話と違って生徒のレベルに合わせて自身の英語を簡単
に変えて表現しなければならない。このような言語の特
徴は，まるで親が子どもに対して話す言葉に似ているが，
よく言葉を覚え始めた子どもに親が話す言葉（motherese 
または caretaker speech），教師の言語（teacherese）または
外国人に話しかける言葉（foreign talk）と呼ばれる。それ
らの特徴は次のようである。（Curtain ＆ Pesola,1994, 
pp.56-57）。 
（ア）A somewhat slower rate of speech（多少ゆっくりした
言葉遣い） 
（イ）More distinct pronunciation（より明確な発音） 
（ウ）Shorter, less complex sentences（短くて複雑でない文
章）  
（エ）More rephrasing and repetition（変更し簡単に話し繰
り返す） 
（オ）More frequent meaning checks with the hearer to make 
sure he or she is understanding（教師の言葉や指示を理
解しているかどうか頻繁に理解度をチェックする
表現） 
（カ）Use of gesture and visual reinforcement（ジェスチャー
と視覚的強化使用） 
（キ）Greater use of concrete referents（具体的な指示対象を
多く使用） 
（ク）Scaffolding（会話で生徒が答える部分を一部分提示） 
 
（２）効果的なTEEの方向 
教師は自身の欠けている英語駆使力を十分な訓練と練
習を通して，自信感を持って授業を英語で行うことを実
行に移す必要がある。しかし，完璧に英語を駆使できた
としても，教室で起こるすべての授業活動と展開過程に
おいて必要な指示事項を自然に駆使できなければ，言語
の授業に支障をきたすであろう。Koster（1986）の研究結
果によれば，英語に対する児童の興味と成就度を効果的
に開発するためには，教師の英語能力より専門的な機能，
すなわち授業の方法と授業の資料を扱う能力がより重要
な要素であると指摘している。言い換えれば，これは教
室英語の駆使能力であると言える。 
教師が原語で円滑な英語の授業を進めていくためには，
一般的な英語駆使能力とは違い，実際の授業進行に関連
した専門的な英語を駆使できる能力が要求されるとみら
  
37
れる。言い換えれば，教室における生徒のレベルに合わ
せた英語による相互作用と，授業の運営に必要な教室英
語の駆使能力であると言える。 
Curtain ＆ Pesola（1994）は外国語教師の授業の原語能
力を，大きく原語駆使能力とコミュニケーション中心教
授法の活用能力とに分けた。教室でコミュニケーション
の手段として原語を使う場合，学習者の理解を助けるた
めに色々な授業補助資料やジェスチャーを使うことを勧
め，また必要な時に母語を使う場合，使用用度を言語の
使用とはっきり区別することを提示している。 
 
（３）TEEモデル 
 
（ア）モデル１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モデル１は英語の授業を英語のみで進行するモデルで
ある。教師が英語のコミュニケーション能力を十分に持
ち，生徒も原語での授業を理解できる場合に一番効果的
である。しかし，教師は英語のコミュニケーション能力
があるが，生徒が原語での授業を消化できない場合の授
業効果については体系的な研究が必要であるといえる。
外国の研究によると，6ヶ月間は効果が全く見られないが
それ以降は効果的であるといわれている。研究の結果を
総合してみると，原語でのみ授業を進行しながら生徒の
大部分が理解できない場合は原語を使用した後，最小限
の母語を付け加える方法を勧めている。 
 
（イ）モデル２ 
 
モデル２はリスニングとスピーキングの授業は英語で
のみ行い，リーディングとライティングと文化理解の授
業は 80％程度英語で行われるというモデルである。この
モデルでは母語を適度に使えるので，現場に適用する際
にそれほど困難は伴わないであろう。リスニングとスピ
ーキングの場合にも，英語でのみで授業を行えるように
なっているが生徒があまり理解できない場合は，母語を
使っても差し支えない。 
 
英語のみで授業 80％以上英語で授業 
スピーキング リスニング リーディング ライティング 文化理解 
リスニング スピーキング リーディング ライティング 文化理解 
英語のみで授業を進める 
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（ウ）モデル３ 
 
 
モデル３はリスニングとスピーキングの授業は英語で
のみ行い，リーディングとライティングと文化理解の授
業は 60％程度英語で行われるというモデルである。この
モデルは，教師の言語駆使力が低く生徒の原語での授業
の理解度が低い学習環境にふさわしい形である。 
英語の授業を英語で行うのが最も望ましいが，教師の
レベル，生徒のレベル，教育環境，評価方針等に合わせ
て英語の使用比重を調節するしかない。従ってこれらす
べての条件の水準を高め，変化させることに最善を尽く
さなければならない。これらのモデルに対する確信と自
信感がない場合，次の事項については母語を適度に使用
することが生徒の理解増進と時間の節約になるであろう。 
１） 抽象的な単語の意味を説明する時 
２） 授業や学習活動の目標を説明する時 
３） 文化的な違いを説明したり討議する時 
４） 間違いを説明する時 
５） 文法的な事項や言語の機能を説明する時 
６） 学習内容についてお互いに話し合う時 
７） 特定の活動とその参加形態の理由を説明する時 
８） 学習活動の実施方法についてお互いに話し合う
時 
９） 規則を提示する時 
10）英語を表現するための事前作業でアイディアを進
展させる時 
11） 場面を設定する時 
12） 英語で表現する際に緊張や精神的な不安を和らげ
る時 
13） 特定の状況のための談話ストラテジーを誘導する
時 
14） 活動を行うための学習をする時 
 
⑥ ティーム・ティーチング（Team Teaching） 
 
以前の文法翻訳重視の英語教育とは違い「コミュニケ
ーション能力」重視の英語の授業は英語の４つの機能の
中で文字言語よりも音声言語機能を強調している。この
ような「コミュニケーション能力」中心の授業により授
業の方向が音声言語の部分で大きな比重を占めているこ
とから，ティーム・ティーチングの効率性が考えられて
いる。言い換えれば，ティーム・ティーチングは既存の
授業方法と違った代案でより効率的な「コミュニケーシ
ョン能力」を最大に増加させることのできる教育方法で
ある。 
従って，英語教育の目標に符合したティーム・ティー
チングの効率的な運営方案を模索し研究する必要がある。 
 
ア．ティーム・ティーチングの定義 
ティーム・ティーチングとは「教師の組織とそれに分
け与えられた生徒を含む授業組織の一つの様式として，
二人またはそれ以上の教師が協力して同一の生徒集団の
授業の前半や重要部分に責任をもつこと」として解釈で
きる。特に我々が指すティーム・ティーチングは他の教
科の協同授業とは区別され，英語の時間に韓国人の教師
とネイティヴ・スピーカーの教師が協力して行われる授
英語のみで授業 60％以上英語で授業 
スピーキング リスニング リーディング ライティング 文化理解 
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業のことである。 
 
イ．ティーム・ティーチングの問題点 
（１）ティーム・ティーチングに対する教師の理解不足 
（２）ティーム・ティーチングの指導方法が十分に紹介
されていない 
（３）ティーム・ティーチングの多様な教材の不足 
（４）ティーム・ティーチングの運営に対する教師の自
信感の不足 
 
ウ．ティーム・ティーチングの長点 
（１）ティーム・ティーチングにより他の教師の授業方
案や新しいストラテジーの知識を通して教育方法を
開発できる。 
（２）教師の専門家を助けることができる。 
（３）教師はティーム・ティーチングのために大きなグ
ループ，小グループ，また個別化指導のための多様
で創意的な授業資料を開発する。 
（４）韓国人教師のコミュニケーション能力が向上する。 
（５）ティーム・ティーチングの過程で授業に対する積
極的な取り組み意識と連帯感が強化される。 
 
エ．ティーム・ティーチングの運営方案 
 
（１）ティーム・ティーチングの計画 
ティーム・ティーチング を十分に準備するためには何
よりもまず教師の十分な理解と正しい態度が必要である
（Shannon ＆ Meath-Lang,1992）。そしてティーム・ティ
ーチングに対して事前に十分な教育計画と，教授・学習
過程の具体的な実行段階を検討しなければならない。テ
ィーム・ティーチングの現場では教師一人による一般的
な授業を抑止し，二人以上の教師が一緒に教育を行い生
徒の学習活動に合わせて学習効果をもたらすように，教
科内容を構成し協議しなければならない。 
 
（２） ティーム・ティーチングの準備 
ティーム・ティーチングの徹底した準備のために教師
間で意見を交換し学習に関連した内容の具体的な事項を
論議する。 
教育目標に関連した教師間の協議 
授業案及びに時間配分の共同構成 
学習活動に関連した教師の役割分担 
教授・学習活動に関する学習資料の準備 
課題の付与及びに評価の管理 
次回の授業内容及びに学習活動の計画 
授業評価 
教育日誌記録 
 
オ．ティーム・ティーチングの展開 
 
（１） 指導手順の例示 
 
（ア）寓話によるティーム・ティーチング 
□Introduction 
・Informal Talk-KT（Korean Teacher） ＆ NT（Native 
English-speaking Teacher） 
・Q ＆ A – Questions about the given topic 
□Development 
・Presenting the title and pictures 
・Modeling – KT ＆NT 
・Group discussion – by using students’ back- ground 
knowledge 
・Telling their stories  
・Retelling the stories by NT 
・Listening Activities – Q ＆ A 
・Retelling the stories in informal way 
・Group discussion – making a story 
・Telling their stories 
□Consolidation 
・Making a story by using key words 
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  （イ）一般授業時のティーム・ティーチングの例 
Activities 
Procedure 
Teachers（NT.KT） Students 
Time 
Introduction 
・Greetings 
Informal talking between NT＆KT first, 
then some questions to the students. 
 
・Roll check（KT） 
・Review class（KT）  
・Presenting Aims（KT） 
 
NT explains the subjects. 
Listen to the teachers’ conversation 
about informal daily life. 
 
 
S: No absence （All present） 5’ 
Development 
・NT and KT talk about the content of 
today’s reading material. 
 
・Model Reading（NT） 
・Explains（KT） 
 
・NT ask several questions about 
the text to the students. （These 
activities should occur C/G/I and 
paragraph and paragraph） 
Listen carefully and take notes if 
necessary. 
 
Just listen. 
 
 
Listen and note. Answer to the 
question. 
 
Participate eagerly in those class 
and group activities. 
30’ 
Arrangement 
・Consolidation 
Let students make other sentences 
using the new words and phrases. 
 
・NT asks questions about the contents 
of the whole story of today’s reading. 
（Questions） 
 
・KT evaluate the students using papers 
or other things. 
 
Make sentences according to the 
teachers’ orders. 
 
Answer to the NT’s question by 
class, group and individuals. 
 
Have a test. 
10’ 
 
（２）指導方法 
 
（ア）学習者の動機づけ 
ネイティヴ・スピーカー教師と生徒との接触は，生徒
にとって自己の学習への動機づけとなる。ゲームとゲー
ムに似た活動は，生徒が楽しくその言語を学習するため
の動機づけに効果的である。 
 
（イ）小グループでの活動を通して討論式授業の展開 
コミュニケーションのための準備 
生徒中心の活動として十分なコミュニケーションの機
会を与える 
仲間による校正（peer correction） 
 
（ウ）教師の役割 
Harmer（1986）は英語の教室における教師の役割を下
記のように言及している。 
 
Controller 
Organizer （classroom manager） of a range of activities 
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Assessor giving regular feedback, as well as just correction 
and grading 
Participant （co-communication） （in role-play） 
Resource person （consultant ＆ advisor） as a language 
informant 
すなわち，教師は授業を準備し，進行し，評価し，
学習活動にも直接参加する。また，言語モデルを提示
する資料提示者でもある。ティーム・ティーチングの
教師はまた，教育計画が計画通り実施されているか随
時チェックし，評価する過程を通して次回の教育に反
映できるようにしなければならない。 
 
（エ）指導時の留意事項 
1) 目標語の使用（Use of the Target Language） 
学習活動の時間に韓国語と英語を同時に使用出来るよ
うにし，可能な限り母語を排除する。 
2) コミュニケーション活動（Communicative Activities） 
学習活動は NT を最大限に活用し，生徒が実際に英語
を使用し体験できるようにコミュニケーション機能中
心の学習を展開する。 
3) 学習活動はリスニング活動中心から漸進的にスピーキ
ング活動へと移行する。 
4) 視聴覚資料を最大限に活用する。 
5) 授業の後，feedback の時間を通して次回の授業を準備
する。 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ 英語科評価方案 
① 評価の指針及び種類 
 
ア．評価の指針 
第７次中学校英語科教育課程の評価の指針は次の通り
である。 
（１）学習した内容を中心に言語の 4 つの機能を均等に
評価する。 
（２）評価の際に適切度，信頼度，客観度が高められる
ようにする。 
（３）目標により分離評価と統合評価を適切に使用する。 
（４）学業の成就度を随時チェックし不足している要因
を補充することで段階が終わる時に留級の生徒が多
くでてこないようにする。 
第７次英語科教育課程の評価の部分では，統合評価を
志向している点と遂行評価の導入という点が目につく。
これまでは主に分離評価に多く依存してきたが，最近は
統合評価が次第に広がってきていることを示している。
また評価者が学習者の学習課題の遂行過程及びに結果を
直接観察し，その観察結果を専門的に判断する遂行評価
方式も最近になって教育現場に多く活用されている。こ
のような新しい類型の評価方式は単純な暗記力や理解力，
結果としての知識を強調していた過去とは違い，創意的
／批判的／統合的思考力の過程としての知識等を重視す
る第７次英語科教育課程の大原則を忠実に反映している
と言える。 
 
イ．評価の種類 
 
言語評価はその基準によって成就度（achievement）評
価と言語能力（proficiency）評価，分離式評価（discrete point 
test）と統合評価（integrative test），言語機能評価とコミュ
◎ ティーム・ティーチング参考資料 
● English For Team Teaching（Intermediate/Advanced） 
● Research Center for Foreign Language Education Korea  
National University of Education（1997）,  
English for Team-Teaching（Intermediate/Advanced） 
（韓国教員大Team-Teaching Textbook Publication Committeeより発刊） 
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ニケーション機能評価等に大別することができる。 
まず成就度／言語能力評価の側面を見てみると，第二
言語または外国語の習得／学習という大きな目標を掲げ，
どのくらい成就しているかを評価するものが成就度評価
であり，現時点での学習者の英語能力のレベルがどのく
らいかを測定するものが能力評価である。 
分離／統合評価の基準を見てみると，前置詞または代
名詞，語彙等の特定項目の総合的な理解を測定するため
の評価が分離評価であり，文章を書くことや演劇等，言
語の総合的理解及びに表現を評価するものが統合評価で
ある。 
また語彙，文法，読解等のような分離された英語の要
素を測定しようとするものが言語機能評価である反面，
生徒が実際の状況で言語をどのくらい上手く使用し情報
と知識を交換できるのかを測定しようとするものがコミ
ュニケーション機能評価である。 
 
② 水準別評価方案 
ア．成就基準と評価基準 5 
 
（１） 成就基準 
成就基準は，教育課程において教授・学習活動の実質
的な基準として，該当科目で教え学ぶべき内容とそのよ
うな内容の学習を通して，生徒が成就しなければならな
い能力及び特性を明確に表現するものである。このよう
に，成就基準は内容と行動が結合された形式である。内
容基準では，学習者が何を知り行動できなければならな
いかを表わすだけでなく，教師が何をどのように教えな
ければならないかを示唆する。行動基準では，内容を知
りこれを遂行する能力を確認するための基準として，与
えられた内容基準を具体的に応用する課題をどの程度遂
行しなければならないか提示している。内容基準は教科
                                                      
5 ここで述べられている成就基準がいわゆる規準(criterion)で
あり、評価基準が基準(standard)と解釈できる。 
を構成している要素（content elements）の性格によって，
一般的に知識中心，機能中心，態度中心に区別されるが，
英語教育の場合はこれらが二つまたは三つ同時に該当す
るので，水準と状況によって比重が異なってくる。 
 成就基準は，各教師が授業を行う際に，教授－学習過
程で実質的な指針となるところにその意義がある。成就
基準があまりにも包括的であると実質的な指針となるこ
とが難しく，反対にあまりにも詳細に提示されると教師
たちの専門性と創意性を妨げてしまう。従って第７次英
語科教育課程の成就基準は次のような方向で開発された。 
 第一に，第７次英語科教育課程を基に成就基準をより
明確に体系化する。しかし他の教科とは違い，大領域，
中領域，小領域などの内容の体系関係が提示されておら
ず，提示されている成就基準自体にも評価領域が統一さ
れた場合や，一つの成就基準に二つ以上の評価領域が含
まれる場合もあり，評価領域を基準に，これらをより体
系的で明確に提示する。そうすることにより大領域を理
解機能と表現機能とし，これらの下位に分類されるリス
ニングとリーディング，スピーキングとライティングを
中領域とし，教育課程の上位成就基準を小領域とする。 
 第二に，成就基準は中学校の英語教育の特性と学習時
間を考慮し開発された。英語教科は機能教科の性格を持
ち，内容教科とは違い，成就基準が時間別及び単元別に
区切られているというよりは，反復と拡張による螺旋形
教育課程に基づき，機能統合的な教授・学習活動ができ
るように成就基準が開発された。 
 第三に，成就基準は小学校と高等学校の英語教科に連
係できるように開発された。小学校では音声言語である
リスニングとスピーキング中心の英語教育が強調され，
高等学校では文字言語であるリーディングとライティン
グ中心の英語教育が強調されている。従って，この円滑
な連係のために，中学１年ではリスニングとスピーキン
グがリーディングとライティングの水準よりも高く，中
学２年ではリスニングとスピーキングの水準がライティ
ングよりは高いがリーディングの水準とは同じくらいに，
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中学３年ではリーディングの水準が他の機能の水準より
も高く開発された。 
 
（２） 評価基準 
評価基準とは「教科別評価活動で実質的な基準として
の役割となるように，各評価領域に対して生徒の成就度
をいくつかのレベルに分け，各レベルで期待される成就
度を具体的に表現するもの」である（韓国教育課程評価
院，1998：51）。 
このような評価基準の根拠となるものは成就基準であ
る。従って，評価基準の開発には成就基準を分析し，評
価領域を決定し，より実質的な評価指針になるためには
学校現場の評価環境を分析しなければならない。 
評価基準の基本となる単位は評価領域であり，評価領
域は教育課程の成就基準を分析し抽出することができる。
この時開発された成就基準がそのまま評価領域になる場
合もあり，いくつかの成就基準が統合して一つの評価領
域となる場合もある。従って，評価領域を成就基準に必
ず１：１に代用させる方法を止め，成就基準を総合，再
構成し評価基準を開発しなければならない。評価基準の
開発にあたり，各々の成就基準を同じ評価の状況で統合
的に評価する望ましい成就基準を明確にし，これらを総
合する成就水準における判断の根拠を提示するようにす
る。 
イ．水準別評価 
段階型水準別教育課程の評価は，段階型授業が行われ
る時のみ可能である。しかし，現在の韓国の教育条件で
は段階型教育課程を教育課程本来の趣旨に合わせて運営
できる教師と教室，そしてその他の色々な施設等が備わ
っていない。従って第７次英語課水準別教育課程は，段
階型であるが深化補充型水準別教育課程を加味し運営さ
れているのが現状である。 
ここで深化内容と補充内容の評価を実施するのがいい
のか，実施しないのがいいのかという問題が生まれる。
生徒が共通して学習する内容が基本課程であるので，評
価は基本課程に関してのみ行うことも考えられ，教える
内容と評価する内容が一致するべきであるという教育評
価の基本原則に従い深化内容と補充内容を評価すること
も考えられる。 
英語教育での「深化」というものは，基本学習内容の
上位段階の学習内容を補うことではなく，基本学習内容
を中心に内容を構成し前の段階の学習内容と螺旋形に統
合し多様な学習活動が行われるようにすると同時に，基
本学習よりも正確性，流暢性を強調し，学習者が自信感
を持って自然なコミュニケーションができるようにする
ところに目的を置いている。従って深化学習内容も基本
学習ですべて学習した内容であるから，評価時に基本学
習内容と共に深化学習内容も評価することが望ましいと
考えられる。ここで必ず覚えておくべきことは，深化の
比率を高めてはならないということである。 
ウ．言語機能別水準別評価方案 
（１）リスニング 
大領域 理 解 中領域 リスニング 
評価領域 一般的なテーマに関する内容の理解 
成就基準 短い文章の大意が把握できる 
上 大意及び細部事項を殆ど全部理解する 
中 大意及び細部事項を大体理解する 評価基準 
下 大意及び細部事項の理解に困難を伴う 
問題形態 単答型 
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＜Script＞ 
  The bicycle began as a toy for rich people.  Then, it became 
a means of transportation. Next, it became a toy again. Now, the 
bicycle is becoming popular as a means of transportation once 
more.  Also, it is used for exercise now. 
＜出典：教学社（ぺ）５課＞ 
 
＜評価問題（深化）＞ 
◎ 次の文章をよく聞いて内容と一致するように下線部
に当てはまる語を書きなさい。 
The bicycle is not only _________  ___________ 
_________  _________ but also an instrument for 
exercise. 
（答）a means of transportation 
 
＜評価問題（基本）＞ 
◎ 次の文章をよく聞いて文章のテーマに合っているも
のを選びなさい。 
① 自転車の用度の変化過程 
② 自転車の製作過程 
③ 自転車の長所 
④ 自転車の便利性 
⑤ 自転車の材料 
（答）① 
 
＜評価問題（補充）＞ 
◎ 次の文章をよく聞いて自転車が初めは何に使用され
たか正しいものを選びなさい。 
①交通手段 ②おもちゃ ③運動器具 ④装飾品 
⑤農機具 
（答）② 
 
 
（２）スピーキング 
大領域 表 現 中領域 スピーキング 
評価領域 聞いた内容に基づき自身の考えを表現する 
成就基準 文章を聞いて要点と細部事項を表現できる 
上 文章を聞いて核心内容を把握し質問に正確に答える 
中 文章を聞いて核心内容を把握し質問に大体答える 評価基準 
下 文章を聞いて核心内容を把握し質問に答えることに困難を感じる 
問題形態 選択型 
 
＜Script＞ 
Ted： Now we’re on the fifth floor. Oh, what’s wrong with this 
elevator?  The doors won’t be open. 
Na-mi： Won’t open? Do you think we should call someone to 
help us? 
Ted： Yes, I think we should. 
Na-mi：Oh, my!  The phone doesn’t work. Do you know how 
it works? 
Ted： It’s easy. I’ll show you.  See?  It works! Hello?  Is 
anybody there? 
＜出典：教学社（ペ）５課＞ 
 
＜評価問題（深化）＞ 
◎ 次の文章をよく聞いて質問に答えなさい。 
What is the problem? 
① They are on the fifth floor.      
② They call someone for helping. 
③ The phone works.              
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④ The elevator doesn’t work. 
⑤ The store is closed. 
（答）④ 
 
＜評価問題（基本）＞ 
◎ 次の文章をよく聞いて二人の気分を一番よく表わし
ているものを選びなさい。 
①寂しい ②退屈だ ③うっとりしている ④不安
だ ⑤不愉快だ 
（答）④ 
 
＜評価問題（補充）＞ 
◎ 次の会話がなされている場所として正しいものを選
びなさい 
①電話局の案内室  ②郵便局の窓口 ③家具屋の
横 ④エレベーターの中 ⑤５階の窓際 
（答）④ 
 
 
（３）リーディング 
大領域 理 解 中領域 リーディング 
評価領域 一般的なテーマに関する文章の要点，結論等を推論する 
成就基準 文章読み，次に起きる内容を推測できる 
上 文章を読み，次に起こる内容を殆ど全部正確に推測する 
中 文章を読み，次に起きる内容を大体推測する 評価基準 
下 文章を読み，次に起きる内容を推測するのに困難を感じる 
問題形態 選択型 
 
 
＜Script＞ 
  People have now begun to realize that population, war, oil 
spills, nuclear accidents, and the careless throwing-away of 
waste have all had serious effects on animal, plant, and human 
life. But it is not too late to stop this problem. 
  Here are some things you can do to help.  Although some of 
these actions we can take may seem small, if everyone did these 
things, it would make a big difference. 
＜出典：大韓教科書５課＞ 
 
＜評価問題（深化）＞ 
◎ 次の文章に続く内容として正しいものを選びなさい。 
① 環境汚染の原因 
② 絶滅の危機にある動物の種類 
③ 環境破壊の結果 
④ 環境保護団体の紹介 
⑤ 地球の環境を守ることができる方法 
（答）⑤ 
 
＜評価問題（基本）＞ 
◎  次の質問の内容が文章の内容に一致していれば T，
一致していなければFを記入しなさい。 
People cannot stop pollution because it is too late. 
（         ） 
（答）F  
 
＜評価問題（補充）＞ 
◎ 次の文章のタイトルとして一番適切なものを選びな
さい。 
① 油の流出 
② 動物保護 
③ 核戦争 
④ 交通事故 
⑤ 環境汚染 
（答）⑤ 
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（４）ライティング 
大領域 表 現 中領域 ライティング 
評価領域 文章を読み，自身の考えと感じたことを簡単な文章で書く 
成就基準 自身の考えと感じたことを簡単な文章で書くことができる 
上 自身の考えと感じたことを適切な語法と表現を使って書く 
中 
自身の考えと感じたことを大体書くことはできるが，少しぎこちない表現や
非文法的な文章を書く 評価基準 
下 
自身の考えと感じたことを書くのに困難を感じたり，表現と文法の間違いが
多く内容が不明である 
問題形態 主観式 
 
＜Script＞ 
W：What are you doing now? 
M：I’m exercising to be taller. 
W：You’re tall enough. I’m surprised that you still want to be 
taller. 
M：You know I want to become a basketball player. My doctor 
recommended I exercise regularly. 
W：What else did he recommended? 
M：Well, he recommended I sleep well and eat balanced meals. 
＜出所：中央教育振興研究所８課＞ 
 
＜評価問題（深化）＞ 
◎ 次の文章で男の子が運動を一生懸命している理由を
10以上の英単語で書きなさい。 
（模範解答例） 
He wants to be taller than now to become a basketball 
player. 
 
（採点基準） 
上 
○語順と時制，冠詞等の使用が殆ど正確である。 
○スペル及び大，小文字に間違いが殆どない。（80％以上正確） 
中 
○語順と時制，冠詞等の使用が大体正確である。 
○スペル及び大，小文字に間違いが少しある。（40％以上～80％未満正確） 
採点基準 
下 
○語順と時制，冠詞等の使用に間違いが多い。 
○スペル及び大，小文字に間違いが多い（40％未満正確） 
 
＜評価問題（基本）＞ 
◎ 次の文章で男の子が運動を一生懸命している理由を
探し下線部に当てはまる語を書きなさい。 
He wants to be taller than now to ___________ ___________ 
___________ ___________. 
（模範解答）become（be） a basketball player 
 
＜評価問題（補充）＞ 
◎ 次の文章で男の子が背がもっと高くなりたいと思っ
ている理由を探し下線部に当てはまる語を書きなさ
い。 
He wants to become a              player. 
（模範解答）basketball 
 
 
 
③ 遂行評価（Performance Assessment） 
ア．遂行評価の概念及び意義 
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遂行評価（Performance Assessment）とは「評価者が学
習者の学習課題遂行過程及び結果を直接観察し，その観
察結果を専門的に判断する評価方式」を意味する。ここ
での学習課題とは，学習者の成就を期待する教育目標と
密接な関係があり，可能な限り実際の生活と関連してい
て意味のある有用な課題で，「遂行」の意味は生徒が単純
に答えを選択するものではなく，自身の態度や価値観を
行動で表わすこと等を含んだ包括的な意味である。 
遂行評価は学校教育の正常化を図り，授業と評価の連
携をより密接にし，21 世紀の知識・情報化社会に備え，
新しい知識観と学習観に応じるために実施しなければな
らないという必要性と共に，第 7 次教育課程の導入後次
第に導入され拡大されている。 
中等英語教育においてもコミュニケーション機能の重
要性の増加と共に，コミュニケーション能力を測定し評
価できる新しい評価方法の必要性が高まってきた。遂行
評価は既存の筆記評価では測定しにくい言語の実際の使
用や課題の遂行過程等を評価に含むことを目的としてい
る。従って遂行評価と筆記試験が相互に補完的な役割を
果たし，生徒の言語知識及び使用を総合的に評価する必
要がある。 
 
イ．遂行評価の有形 
現在広く使用されている遂行評価の方法として叙述型
（主観式）検査，実技試験，観察法，討論法，口述試験，
面接法，自己評価報告書法，同僚評価報告書法，研究報
告書法，ポートフォリオ法等がある。このような区分は
相互に排他的というよりは補完的であると言える。これ
らの方法を簡単に説明する。 
（１）叙述型検査 
問題の答えを選択するのではなく生徒が直接叙述（構
成）する検査である。 
（２）実技試験 
生徒が知識や機能を直接行動で表わすようにする試験
で，自然な実際の状況が作れるようにする。 
（３）観察法 
生徒の知識や機能を評価するための最も一般的な評価
方法で，個別または集団単位で観察し評価する。 
（４）討論法 
教授・学習活動と評価活動を総合的に遂行する代表的
な方法の中の一つで，特定のテーマについて生徒が互
いに討論することを見て評価する。 
（５）口述試験 
生徒に特定の教育内容やテーマについて質問した後，
生徒の意見や考えを発表するようにし評価する。 
（６）面接法 
教師が生徒との会話を通して得ようとしている資料
や情報を収集し評価する方法である。 
（７）自己評価及び同僚評価 
自己評価（self-evaluation）とは，特定のテーマや教授・
学習領域について生徒自らに学習過程や学習結果を
評価させた後，教師がその結果を見て評価するもので
あり，同僚評価（peer-evaluation）とは同僚の生徒同士
でお互いに評価しその結果を提出した後，教師がその
結果を見て評価する方法である。 
（８）研究報告書法 
特定のテーマについて自分なりに資料を収集し分
析・総合し研究報告書を作成・提出させ評価する。 
（９）ポートフォリオ（portfolio）法 
ポートフォリオ法は生徒自身が作成した作品を持続
的・体系的に集めておいた個別の作品集を作り，これ
を評価することで遂行評価の概念を非常によく表わす
方法である。 
 
ウ．遂行評価の実態 
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（１）リスニング 
大領域 理 解 中領域 リスニング 
評価領域 案内放送を聞き理解する 
成就基準 案内放送を聞き理解することができる 
上 案内放送に出てくる具体的な情報を正確に理解できる 
中 案内放送に出てくる時間，場所，数値等をある程度理解できる 
評価基準 
下 
案内放送に出てくる時間，情報，数値等の具体的な情報を把握するのに困難
を感じる 
問題形態 完成型（表の完成） 
＜問題＞ 
海外旅行の際に空港や機内で聞こえる案内放送です。放送の内容を聞いて表を完成させなさい。 
 Flight NO. From To Arrival Time 
（1） OK369  Seoul  
（2）  London  11:00 a.m. 
 
＜Script＞ 
（1） 
Good morning, ladies and gentleman.  This is your captain 
speaking.  Please fasten your seat belts.  This is a nonstop 
flight from Hawaii to Seoul.  Welcome to flight OK369.  
We’ll be arriving at the Incheon International Airport at 9:00 in 
the morning.  I hope you will enjoy your flight. Thank you. 
（2） 
Good morning, ladies and gentlemen.  This is your captain 
speaking.  Please fasten your seat belts.  This is a nonstop 
flight from London to Tokyo.  Welcome to flight PM234.  
We’ll be arriving at the Narita International Airport at 11:00 in 
the morning.  I hope you will enjoy your flight.  Thank you. 
＜模範解答＞  
（１）Hawaii, 9:00 a.m.  （2） PM234, Tokyo 
＜採点基準＞   
上 機内放送を聞いて，4つの内容を正確に理解し書くことができる 
中 機内放送を聞いて，2～3つの内容を書くことができる 採点基準 
下 機内放送を聞いて，0～1つの内容を書くことができる 
＜留意事項＞ 
・問題を2回聞かせ答えを書く時間を十分に与える。 
 
（２）スピーキング 
大領域 表 現 中領域 スピーキング 
評価領域 好きなことを表現する 
成就基準 好きなことを質問し答えることができる 
上 自然で流暢に質問し答えることができる 
中 質問し答えるのに少しの支障がある 評価基準 
下 質問し答えるのに難しさを感じる 
問題形態 実技型（group interview） 
 
＜問題＞ 
友達が好きなものを聞き，表を完成させましょう。 
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What’s your favorite season（subject, color, sport ･･･）? 
名前 好きな季節 好きな科目 好きな色 好きなスポーツ 
Min-ho spring English red soccer 
     
     
     
     
 
＜模範解答＞ 
名前 好きな季節 好きな科目 好きな色 好きなスポーツ 
Min-ho spring English red soccer 
Su-mi summer science yellow baseball 
In-su fall Korean black tennis 
Yu-mi winter math white badminton 
Ho-jin fall music blue soccer 
Mi-suk spring science black basketball 
＜採点基準＞   
上 適切な語彙の使用と発音及び抑揚が自然でPartnerと非常に積極的に活動する 
中 
適切な語彙の使用と発音及び抑揚が多少不自然ではあるが Partner と積極的に活動す
る 
採点基準 
下 ミスが多く発表が中断される場合が多い 
 
＜留意事項＞ 
・Group別に評価する。5人ずつのグループを作り会話をし，表を完成させる。 
・評価者は十分に観察した後，点数を記録する。 
 
（３）リーディング 
大領域 理 解 中領域 リーディング 
評価領域 文章の内容を把握する 
成就基準 文章を読み，内容を把握することができる 
上 全体の文章のコンテキストに自然な単語を探す 
中 文の把握力は不足しているが適切な単語で表現する 評価基準 
下 文章の要点を把握できず正答を表記できない 
問題形態 完成型 
 
＜問題＞ 
次の文章を読み内容に合うように下線部に適当な言葉を
記入しなさい。 
 Mi-na and Min-ho went to Washington D.C. with their cousin, 
Min-gi.  They visited some well-known places and learned a 
lot about Washington D.C.  Washington D.C. is the capital city 
of the United States.  It has been the capital city since 1800.  
Its name comes from George Washington, the first president of 
the United States.   
Mi-na Visited （1）          whose name came from the first 
（2）         .  The city has been the （3）          of 
America since 1800. 
 
＜模範解答＞ 
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(1) Washington D.C.  （2） president  （3）  capital  
＜採点基準＞   
上 3つの問題すべてに答えることができる 
中 ２つの問題に答えることができる 採点基準 
下 0～１つの問題に答えることができる 
 
（４）ライティング遂行評価問題 
大領域 表  現 中領域 ライティング 
評価領域 ポートフォリオ（スクラップ集の作成）を英語で説明する 
成就基準 
文章や段落単位の文章書く。事物を比較し文章で説明する。 
自身の過去の経験と未来の計画を文章で書く。 
例を挙げ自身の考えを明確にする。 
上 
事物の明示，絵の説明，事実，考え等について比較的正確に文章単位で文法
的に間違いなく書くことができる 
中 
事物の明示，絵の説明，事実，考え等について比較的文章，句または単語で
書いたりし，語彙や文法的間違いが時々ある。 
評価基準 
下 
事物の明示，絵の説明，事実，考え等について単語の水準で表現し書くのに
困難を多く感じ文法的間違いが多く理解しづらい。 
問題形態 ポートフォリオ 
 
＜問題＞ 
普段興味を持っている趣味活動についての作品をスクラ
ップし学期の後に提出しなさい。 
－形式：自由，但しA4用紙10枚以上 
－必ず一つの作品に対して一文以上の説明を英語で入れ
ること。 
－一つのテーマでのみ集めること（例 私の家族写真の
収集，日記，スポーツ調査，歌手の葉書の収集，旅
行，料理，漫画を描くこと，コンピューターゲー
ム，･･････） 
 
＜採点基準＞ 
上 
趣味活動のスクラップを誠実に行い，作成過程で英語を書くことにおいて積極的な態
度の変化が見られる。また自ら作文し自身の考えや感想をよく英語で表現でき，10
枚以上の趣味活動のスクラップを誠実に作成し記録した。 
中 
英語で自ら作文し自身の考えや感想を英語で書く活動を自発的に行う習慣が乏しく，
趣味活動のスクラップを作成する際に所々表現に誤りがあり，6～9枚の趣味活動スク
ラップを作成し記録した。 
採点基準 
下 
英語で自ら作文し自身の考えと感想を英語で表現する際に全く慣れていなくその内
容に非常に多くの誤りがあり十分ではなく，5枚以下の趣味活動のスクラップを作成
した。 
 
 
Ⅴ 教授・学習資料の製作及び活用 
① 教授・学習資料の作成方案 
 
ア．必要性及び目的 
第７次中学校英語課教育課程は21世紀の知識・情報化
時代に備え，生徒に国際共通語である英語の重要性を認
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識させ，英語に対する興味と関心を維持させ，英語での
コミュニケーション能力を養うことに重点を置いている。
中学校の英語教育は，小学校の英語教育を通して形成さ
れた英語に対する興味と関心を持続させ，英語でコミュ
ニケーションができる基本能力を育成し，流暢性と正確
性を養うことができる学習活動と活動を拡大化し，その
ために活動・過程／タスク中心の学習を重視している。 
韓国の英語教育の環境が英語を外国語として使用する
環境（EFL）であることから，学習者の観点で教室の中で
学習する英語を活用し英米文化圏の人々とコミュニケー
ションができる機会が絶対的に不足している。真正な学
習（authentic learning）は日常生活に関連した学習状況の
もとで効果的に成され，多様な情報といった認知的道具
や，他の人に手伝ってもらい，自身に関する難しい問題
を確実に把握できる機会を持つことが重要である。 
従って最前線の学校では学習者中心，意味中心，コミ
ュニケーション機能中心の英語教授・学習環境が重要な
要因として適用される。それゆえそれぞれの教授・学習
環境で適切に授業媒体を使用すれば学習向上に大きく役
立つ。授業目標到達のために最も適切な授業媒体と資料
を製作する上で，授業目標，学習者の能力，情報の確実
性及び斬新性，興味と注意の集中，効率性等を考慮し，
英語の教授・学習資料を製作・活用しなければならない。 
学校現場では水準別教授・学習指導方案と学習者中心
の多様な授業活用を要求している。学習者に英語教科に
対する興味と関心を引き起こさせる教授環境における自
然な英語の教授・学習の質的向上と，学習者のコミュニ
ケーション能力向上のための教授・学習資料の開発目的
は以下の通りである。 
 
（１）生徒の英語の授業への自信感と動機を引き起こさ
なければならない。 
（２）スピーキング，リスニング，リーディング，ライ
ティング能力の多様で適切な活用を誘導する。 
（３）生徒の実生活と密接し関連あるものを選び，生徒
の積極的な参加を誘導する活動中心の内容となるよ
うにする。 
（４）多様な授業媒体を利用し学習方法を提示する。 
（５）多様な文化的内容と童話，英語の歌，ゲームなど
の活動を素材とする。 
 
イ．教授・学習資料の製作手順 
 
（１）製作原理 
教授・学習材料は教授目標を達成させるために製作さ
れなければならない。従って学習資料が教授目標達成の
ために役立つためには次のような原理を念頭に置かなけ
ればならない。 
● 学習資料は目新しく教授目標達成に役立たなけれ
ばならない。 
● 学習資料は正確でなければならず，即興的でおおざ
っぱな学習資料は避けなければならない。 
● 学習資料は多様な製作道具を活用し，学習者に興味
を与えるものでなければならない。 
● 視聴覚資料の場合機械に適合しなければならない。 
 
（２）製作の手順 
資料製作の誤りを少なくし正確な資料を製作投入する
ためには，事前に徹底した計画を立て製作しなければな
らない。 
教授学習資料の製作の手順は次の通りである。 
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（３）資料製作カード 
＜学習資料製作カード＞ 
資料名  単元  時  
資料内容 
 
 
 
 
所要数量  
製作方法 
 
 
所要予算  
 
 
 
（４）資料評価 
学習資料の投入後評価を通して教授目標を具体的に把握し次回の学習資料製作に反映させる。 
単元授業の設計 
最適な資料の選定 
次回授業資料の改善 
単元所要資料の一覧表作成 
資料適用方法の創案 
資料設計度の作成 
資料製作 
教授学習の活用 
投入資料の評価及び補完
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＜学習資料評価道具＞ 
資料名  関連単元  関連時間  
評価要素 配点 生徒評価 教師評価 
・教授目標をよく具現できたか。 
・学習資料は創意的であるか。 
・学習資料は見やすく構成されているか。 
・提示された資料は体系的で論理的に構成されているか。 
・構成された資料のスペルや文法的なミスはないか。 
・教授目標に関連した多様な情報を正確に提示しているか。 
・イメージ，サウンド，ウェブ等を活用して学習資料を効果的に具現して
いるか。 
・関連のある資料に関する情報のあるサイトや，専門家，資料等を提示，
リンクしているか。 
・学習資料に対する生徒の反応はいいか。 
20 
10 
10 
10 
10 
10 
10 
 
10 
 
10 
  
 
 
② 多様な教授・学習資料の活用方案 
 
ア．段階型水準別教授・学習資料 
 
（１）水準別学習用紙の開発 
（ア）基礎実態を分析し学校の実情に合った段階型水準
別教育課程の編成運営を定め実行する。 
（イ）教育課程の分析と草案された教授・学習模型をも
とに，各教科の内容別，段階別に学習要所を抽出し，
学習者の個人差を考慮した水準別学習用紙を製作す
る。 
 
（２）特別補充課程学習用紙の開発 
教科書をもとに最小限到達しなければならない成就目
標に該当する核心内容を目新しく，興味深く，インター
ネット等の多様な媒体を活用し，毎時間学習用紙を開
発・活用する。 
 
（３）水準別学習資料の製作の実態（例－仁川C中学校） 
＜本時教授・学習過程案＞ 
Lesson 7. What Can I Do?    .    . 2001 
Unit ・Your Choice Period 9/9 
Aims of this 
period 
1. 絵を英語に変えて昔話を読むことができる。（補充） 
2. 昔話を読みながら空欄に適当な言葉を入れることができる。（基本） 
3．昔話の絵を利用して話を作ることができる。（深化） 
Teaching aids 録音機，テープ，CD，worksheet，形成評価 
Steps 教授・学習方法  
Opening the Class 
and Review 
（7′） 
－あいさつをして出席をとる 
－前時の学習内容をチェックする。 
 
Introduction 
（4′） 
－学習目標を提示する。 
－新しく学習する語彙を簡単に学習する。 
 
  
54
－前時に学習した語彙をもう一度確認する。 
－前時に学習した内容をCDでもう一度見る。（CD-ROM）
－犬と猫に関する韓国の昔話を韓国語で読む。 
－昔話に出てくる構文に慣れる。 
－昔話を読んだ後クラスメートと一緒に話の中での重要な
出来事について話しう。 
－http://www.lg.co.krに直接接続し，話を作る。 
（深化）（ウェブ使用） 
 
・補充学習（参考資料） ・基本学習（参考資料） ・深化学習（参考資料）
Development 
（28′） 
絵を英語に変えて昔話を読
むことができる。 
昔話を読みながら空欄に適
当な言葉を入れることがで
きる。 
深化課程学習用紙に提示
された絵を順番に整理し
話しを作る。（Web上で直
接できる） 
Consolidation 
（5′） 
－生徒が答えた内容を確認する。 
－重要表現を整理する。 
 
Closing the 
Class（1′） 
－課題を提示し次の授業の予告をする。 
 
 
【補充課程学習用紙】 
単元 7. What Can I Do? 学習水準 補充 学習形態 
Story board 
活用 
成就目標 絵を英語に変えて昔話を読むことができる。 言語機能 リーディング 
関連URL http://www.lg.co.kr/kids（韓国の昔話を英語で楽しく読める） 
 韓国の昔話「犬と猫」の一部分です。絵を英語に変えて友達と一緒に楽しく読みましょう。 
昔々    がいない    が，   と   と一緒に住んでいました。ある日    が川で捕まえた大きな   
を逃してあげました。次の日再びつりをしにいった    は竜宮の臣下から昨日捕まえた    が竜宮の王の息子
であることを聞かされました。竜宮に行った   はおいしい    ときれいな   を着て宴会をした後，プレゼ
ントに願い事をきいてくれる    をもらって帰りました。   は    のおかげでお金持ちの    になり
ました。ところが近くに住んでいる欲張りのおばあさんが   を持ってきて本物の   とすりかえていき再び貧し
くなりました。これを悲しんでいた    のために青い玉を探しに行きました。    を渡る途中，玉はちゃんと
あるかという   の質問に答えようとした    はくわえていた玉を    に落としてしまいました。罪悪感か
ら逃れられない    に漁師が魚を一匹くれました。ところがその魚の中に落とした    があったのです。その    
のおかげでおじいさんは再びお金持ちになり，   はおじいさんから一番よく愛されるようになりました。それ以来    
と    は仲が悪くなったのです。 
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【基本課程学習用紙】 
単元 7. What Can I Do? 学習水準 基本 学習形態 
Story board 
活用 
成就目標 
昔話を読みながら空欄に適切な単語を入れること
ができる 
言語機能 リーディング 
関連URL http://www.lg.co.kr/kids（韓国の昔話を英語で楽しく読める） 
 韓国の昔話「犬と猫」を読みながら空欄に適する単語を書き入れなさい。 
Once upon a time there lived a fisherman with a cat and a dog. 
One day he caught a gold （f      ）. 
The （f      ） was weeping as if it was pleading for its life. 
He set the （f      ） free. 
 
The next day he met the messenger from the sea （k      ）. He  
knew that the gold fish was the sea king’s （s      ）. 
 
He went to the （p        ） with the messenger. He enjoyed life at  
the palace.  The sea king gave a blue （b     ） as a gift. 
The blue （b      ） can give him anything he wants. 
 
He became very （r      ）. 
A greedy hag replaced the blue （b      ）with her 
（f         ） one.  The fisherman became poor. 
 
The （c    ） and the dog decided to get the （b      ） back for him. 
Because the fisherman treated them so nicely. 
 
When they crossed the （r     ）, the dog asked the cat. “Is the bead 
all right?  As soon as the cat answered, the bead dropped into the  
（r       ）.” 
The （c      ） found the blue （b      ） inside the fish’s stomach.  
She gave the （b     ） to the fisherman. He became （r       ） again. 
He loved the （c     ）, not the dog. Since then, the cat and the  
（d      ） have growled at each other whenever they meet. 
cat,     dog,     blue bead,     fisherman,
fake bead,   river,   fish,   baby,   dishes,   clothes 
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【深化課程学習用紙】 
単元 7. What Can I Do? 学習水準 深化 学習形態 
Story board 
活用 
成就目標 A dog and a catの絵を見て話を作ることができる。 言語機能 スピーキング 
関連URL http://www.lg.co.kr/kids（韓国の昔話を英語で楽しく読める） 
 下の絵は韓国の昔話「犬と猫」の話の絵です。 
はさみできれいに切りとった後で話を面白く作りましょう。 
 
 
イ．遂行評価資料の製作 
英語と遂行評価の概念は言語を通して行われる「課題」
または「タスク」及び「コミュニケーション」という概
念をもとに定義されなければならない。 
現在広く使用されている遂行評価の方法としては，叙
述型（主観式）検査，論述型検査，実技試験，実験・実
習法，観察法，討論法，口述試験，面接法，自己評価報
告書法，同僚評価報告書法，研究報告書法，ポートフォ
リオ法等がある。従って中学校の英語の授業現場での学
習者の課題解決過程において，英語能力を評価できる評
価基準を明確に提示し多様な評価を実施し評価を活用で
きる遂行評価資料の製作・活用が必要である。 
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ウ．ICTを活用した教授・学習資料 
ICT を活用した情報検索及び意見交換を通して，学習
目標とストラテジーの樹立，結果評価等，一連の学習過
程で学習者の主導的な役割を支援することで，自己指導
的な学習環境を提供できるだけでなく，多様な情報の分
析を総合し新しい情報を作ることのできる過程に自ら参
加することで創意力を養うことができる。 
 
（１）招待状を送る 
この授業はインターネット上で各種の文化展示会（音
楽，美術，舞踊等）に関する情報を探索した後，友だち
に一緒に行こうと招待する文章をE-Mailのカードで作成
し送る活動である。この授業は新学期に学級の生徒をお
互いまだ知らない時に実施するとより効果的である。ま
たカードの作成を英文でしながら自然にwritingの実力も
向上する。 
 
（２）Project Work 
 
（ア）個別プロジェクト 
個別プロジェクトは生徒の動機を最も誘発させること
ができると同時に，最も適用しやすく最も効率的である。
生徒が個別プロジェクトの作業をする時に，責任感を持
って自ら研究する態度と構成させる技術を養うことがで
きる。短期間または長期間のプロジェクトを使用でき，
この時生徒の成長と学業成就そして周辺の条件に合致し
ているかを優先的に考慮し決定しなければならない。一
端プロジェクトが進められると生徒に選択権を与え，意
味のある状況または環境価値のある学習時間を提供でき
るように努力し，自分が学習している情報が他の人に意
味あるものとなるようにすることが成功の鍵となる。 
 
（イ）学級内の協同プロジェクト 
学級内で合同プロジェクト作業ができるようにするこ
とで，生徒は自身の情報管理能力を高めることができる。
協同学習チームは異質な生徒たちを一つのグループに集
め，チーム構成員全員に Internetの研究とProjectについて
定められている特定の役割と責任を担うように設計しな
ければならない。インターネットのホームページ作成，
家族新聞作成，カードの作成と送付，家族のテレビを見
る習慣調査，夏休み中一つの出来事に関する写真をスク
ラップした後英語で説明，等の活動を行うことができる。 
 
（３）Homepage活用 
英語に関するサイトの運営を通して，生徒自ら web資
料を掲載し授業中に活用する活動を通し英語に慣れる機
会を提供できる。資料の共有及び生徒自ら資料を掲載し
授業中に一緒に参加する活気のある英語の授業を運営す
る。オンラインプロジェクト活動，オンラインテスト，
教師の教授・学習資料を搭載し活用すると効率的である。 
 
（４）EBS教育放送の活用 
英語を使用する人たちの文化を間接的に体験すること
ができ，面白いStoryを通して学習の興味を誘発させ，教
授－学習に必要な最新の資料を迅速に提供することで急
変する知識体系や内容の変化に効率的に対処できる。 
 
（５）パワーポイントとマルチメディア 
マルチメディアを利用した英語の授業には，まずパワ
ーポイント，インターネット，CD-ROM titleがある。こ
のなかでパワーポイントを利用したプレゼンテーション
資料の活用は教室での英語の授業に非常に有益である。
既存の資料提示は教師の音声や板書，オーディオを通し
た音声提示，OHPや VIDEOを利用した絵や動画を提示
してきたが，パワーポイントは絵，文字，音，動画等を
活用し，学習内容だけでなくゲームや歌のような活動を
構成し，最近の映像媒体時代に慣れている生徒にとって
視覚と聴覚の効果をより効果的に提示し，生徒の集中及
び学習の効果を高めることができる。 
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（６）絵及び音声辞書の資料製作 
 
（ア）Picture dictionary（絵の辞書：Pictionary） 
 
 
 
 
1 
take 
p       e 
2 
 
c         e 
3
 
w         r 
4
 
w         r 
 
 
 
   
 
（イ）絵を利用したリーディング指導（テーマの選択） 
生徒がリーディングの際に一番難しいと感じる分野の
中の一つがテーマ（Topic）やタイトル（Title），要点の選
択等である。これは単に英語だけではなく国語の読解に
も当てはまる。その理由は与えられた文章よりももっと
広かったり（too general：誇張のしすぎ），もっと狭く（too 
specific：縮小のしすぎ）提示されている答えを正確に区
別できないところにある。それらの絵を包括できる適切
なテーマを選択する練習を通して誇張と縮小を区別でき
るように考案されたゲームである。絵を利用した文法指
導，スピーキング指導として活用できる。 
 
（ウ）音声辞書 
「ハングル」6に挿入されている単語音声ファイルを挿
入し，語彙の正確な発音の学習に活用できる。 
☛ Sound Dictionary の作成方法 
http://dictionary.msn.comに行き findの下にある枠の中に新
                                                      
6韓国の文書作成プログラム（訳者注） 
しい単語を入力し，dictionaryをクリックする（またはエ
ンターキをおす）とWAVとAIFFという二つの青い文字
が現れる。その中のWAVにカーソルを合わせマウスの右
ボタンをクリックし「名前を付けて保存」をクリックし
保存（保存ファイル名は該当の単語を修正）→保存され
たファイルを「コピー」し，「ハングル」やパワーポイン
トに「貼り付け」するとスピーカーの絵が出てくる→そ
の後スピーカーの絵にカーソルを合わせマウスの右ボタ
ンをダブルクリックすると音が出る。 
 
エ．英語のゲームの活用 
英語のゲームを通して面白く楽しく実際の状況に合っ
た英語の表現に接し話すことができる機会を持つ。多様
な英語文化圏のゲーム形態を体験しながらテーマと状況
に合った情報に触れることができ，言語能力の向上は勿
論生徒の自己主導学習を養うことができる。 
Listening & Speaking能力を養うことのできる活動とし
てTrue or False, Mix and Mingle, Structure Drill, Creative 
Story Making Activity, Story Making Activity through 
Graphic 単語辞典 
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“Interesting Pictures”, Role Play 等がある。 
Reading & Writing能力を養うことのできる活動として
は ， Tiger Hunt, Information Gap Exercise, Bingo 
Game-Question Formation, Shadow Reading, Multiple Chinese 
Whispers等がある。 
このような活動は教師が教えている生徒の水準と生徒
数によって適切に調節し適用させると効果的である。 
 
オ．Pop Song活用の学習資料 
水準別教育課程の趣旨を生かしpop songを学習資料と
して再構成し多様なworksheet（空欄補充，歌の順序の並
べ替え，word search，comprehension check-up，読解，聞い
てそれの書き取り等）を提供すれば，英語学習への動機
を誘導させリスニング能力を向上させるのみならず，発
音練習にもなる。 
学校単位でpop song大会を開催し，生徒の興味と成就
感を提供し授業の活性を図ることができる。 
歌の選択はドラマ，映画，テレビの CM挿入歌等，聞
き慣れていて教科の単元に合った共通の学習箇所を含む
曲を選定することが学習に効果的である。 
 
カ．Screen English活用の学習資料 
教科書に比べて映画は日常生活の中でネイティヴ・ス
ピーカーが使用している多くの種類の単語を兼ね合わせ
た多様な状況を効率的に習得でき，Krashenのいう情意フ
ィルター（学習動機，不安感，自信感）がある中でも，
Screen Englishの導入により学習意欲の拡大化，不安感の
縮小化とともに水準別評価によって自信感を与える。ま
た多彩な映像とマルチメディアの利用により，好奇心を
かりたてることができ，文化的違いを経験できる機会を
与えることが可能で，生徒の素質・適正の初期開発及び
育成のための教育の活性化を高める。 
Screen Englishは教科書に出てくる英語の表現だけでな
く，教科書の表現を中心に部分編集された映画の中で演
じている俳優たちの表情，ジェスチャー等や社会文化的
要素までも自然に学ぶことができる。 
授業展開は Warm-up Questions → Watch the video → 
Explain the situation → Dialogue fill-inns → Practice the 
lines with a partner → Role-play the story in groups のよう
に進め，放課後の特技適正教育や教科裁量活動の時間に
活用できる。 
 
キ．Resource Books及びSoftwareの活用 
英語の授業では多様な資料が必要である。直接資料を
作成するのは時間がかかるので，英語の授業に関連した
原書や software を活用することで時間も節約でき，英語
の授業資料作成のためのアイディアを得ることができる。 
 
③ 有益なインターネットウェブサイト（略） 
 
Ⅵ 英語科教育課程研修 
 
① 研修の方向 
今までの教育課程に関連して学校別，地域別に多くの
研修が行われてきたが，教科教育課程を基盤にしている
というよりは多くが総論的な接近を中心として進められ
てきた。 
教育人的資源部では市・道 7教育庁の教育課程業務担当
者を対象に，以前の教育課程と新しい教育課程を比べて
異なった部分の内容を中心に講義式研修を行なってきた。
そしてそれが連携され，教育課程の編成・運営の最も重
要なテーマである現場での教師の水準まで到達していた。
研修形態としては，ひとつの公文を伝達することによっ
て教育課程が改定されたことを知らせ，改定された内容
を１，２回回覧させるような様式で終わることがこれま
での例であった。 
これまで市・道教育庁の実績を分析してみると，研修
時間の面では職務研修形態であり，研修内容の面では教
                                                      
7日本の県に相当する。 
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科教育課程の研修へと変化していることを述べている 8。
教育人的資源部や市・道教育庁，教育課程の編成・運営
の主体である現場の教師に至るまで教育課程に関連して
いる当事者すべてが，教育改革の成功は教室授業の改善
にあるということを認識している。 
このように，教育課程総論中心の研修から教室授業の
改善のための教科教育課程中心の研修へと変わることが
願わしい。「第７次教育課程支援奨学協議団」を中心に，
「教育人的資源部－市・道教育庁－各学校」から成り立
つ３段階研修体制を創立させ，教師の立場から問題解決
方案を見つけるワークショップ形態の研修を持続的に実
施していかなければならない。 
 
② 研修の方法 
ア．伝達式研修モデル（Presentation Model） 
（全国及び市道単位の研修に適している） 
*Share the Vision  *Top-down   *One-way 
 
伝達研修は国家水準の教育課程の精神と方向を教育の
主体者が正しく理解し教室授業で適用されることを支援
することを目的とし，市道教育庁単位で同時に大集団を
対象とした研修に適合したモデルである。このモデルで
は理論的で総論的な内容が主に扱われ，内容の中で曖昧
であったり理解しにくい部分を明確に説明し，参加者が
英語科教育課程の方向と指針を正確に理解できるように
しなければならない。 
 
市道教育庁教育要員
の選定 
地域教育庁別，小・中・高の英
語科教科要員を選定しネットワ
ークを組み立てる 
  
 
                                                      
8 「教務研修」は各学校の英語科における英語教育の計画や英語
教育能力向上のための研修であることから，研修時間はより学
校研修の状況に合致した柔軟な実態を反映して実施される方向
にあると解釈できる。また，研修内容は教育課程理解のための
研修に変化していることを指している。 
教育人的資源部研修
方向の紹介 
国家水準の英語科教育課程の精
神と教師の研修方向の正確な理
解を目標とする。 
 
市道教育庁研修方向及
び課題設定 
国家水準の研修方向に合わせ市
道教育庁の条件を考慮し特性か
された具体的な研修方向を設定
 
英語教育専門家のテ
ーマ発表 
英語教育専門家のテーマ発表を
通して英語科教科要員が課題の
内容を深く理解する。 
 
テーマ発表に対する
質疑応答 
専門家のテーマ発表に対して英
語科教科要員の質疑と応答を通
して曖昧な部分を明らかにす
る。 
 
 
 
イ．討論式研修モデル（Discussion Model） 
（地域教育庁単位での研修に適している） 
 
*Vary the Approaches *Top-down/Bottom-up  *two-way 
 
討論式モデルの目的は，現場の教師に英語科教育課程
の研修の方向を正しく理解させ，これを基に多様な教授
技法を開発し教室授業を改善するところに目的があこと
から，現場での教師の経験と意見を集約する過程が非常
に重要である。従って研修の方法も教師の創意力と経験
を最大限に反映させることができるように討論を中心に
行われる必要がある。 
 
地域教育庁教育要員
の選定 
地域教育庁別，小・中・高等学校
別に教科要員を選定し教科要員
ネットワークを組み立てる 
  
地域教育庁研修方向
の紹介 
教育人的資源部及び市道教育庁
の研修方向に合わせ地域的条件
を考慮した研修方案を設定する。
 
地域教育庁重点課題
の設定 
地域教育庁の特性を考慮し重点
的に推進させる課題を設定する。
 
  
61
重点課題別分任討議 
重点課題別に現場の教師の分任
討議を通して問題点を分析し解
決方案を提示する。 
 
重点課題別分任討議
の結果発表 
重点課題別に討議された内容を
発表し質疑応答をする。 
 
ウ．プロジェクト研修モデル（Project Model） 
（各学校での研修に適している） 
 
*Collaborative  *Creative  *Productive 
 
学校内で英語教師が協力して教室授業の問題点を分析
しこれを改善するための課題を設定し，活発な討論を通
して協同でプロジェクトを行いながら孤立された教師文
化から討論中心の教師文化へと変え教室授業を効果的に
改善することを目的とする。学校内で必要時にいつでも
討論でき，教師間の相互適用とコミュニケーションが活
発になされ，協同で開発した資料を教室授業ですぐに活
用できるので現場に適合した教師研修のモデルである。  
 
各学校別に英語教科研
究会を構成 
各学校内のすべての英語科教
師で構成された教科研究会を
構成する。 
  
各学校別研究法案の設
定 
地域教育庁の研修方案を考慮
し各学校の特性に合った研修
方案を設定する。 
 
各学校別プロジェクト
テーマの設定 
地域教育庁で各学校に定めら
れた課題や自体が設定した課
題を英語教科研究会が行う。 
 
教師別役割分担及び課
題の遂行 
英語教科研究会のすべての教
師に役割を分担し協同で課題
を遂行し協議をする。 
 
教師別授業発表及び資
料共有 
教師別に分担された課題を遂
行し，共有授業や資料展示を通
して教室授業改善のための技
法と資料を共有し適用させる。
 
エ．オンラインモデル（On-line Model） 
（英語教科研究同好会の研修に適している ） 
 
*Web-based *Collaborative *Productive 
 
勤務学校や地域間の距離に制限を受けず誰でもオンラ
イン上で共同の関心分野について英語教師同好会を構成
させプロジェクトを遂行し，その結果をワークショップ
を通して共有しフィードバックを受けることのできる情
報化時代に適合したモデルであるといえる。 
現在オンラインプロジェクトサイトとして
www.iearn.org があるが，オンライン上でアイディアと関
心事を交換しながら，共にプロジェクトに参加できる方
法を討論できる。  
 
教科同好会の組織 
勤務学校の地域的制限を受けず
共同の関心分野について英語教
師がオンライン上で同好会を結
成することができる。 
  
共同関心課題の設定
同好会別にオンライン討論を通
してプロジェクトのテーマを設
定する。 
 
役割分担及び課題遂
行 
構成員別に役割を分担し各自課
題を遂行しながら，オンライン上
で情報や意見を交換できる。 
 
オンラインワークシ
ョップを通じての発
表及び討論 
プロジェクトの遂行後オンライ
ンワークショップを通して発表
し討論する。 
 
プロジェクトを通し
て資料の修正及び活
用 
開発された資料をオンライン上
で掲載し英語教師に提供しフィ
ードバックを受ける。 
 
③ 研修のテーマ 
＜例示＞ 
● 英語科水準別編成方法（Placement） 
● 英語科水準別指導方法（Teaching Techniques） 
● 英語科水準別評価方法（Authentic Assessment） 
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● 特別補充課程の運営方法（Slow learners） 
● 教科書再構成技法（Adapting Textbooks） 
● 媒体活用方法（Using Technology） 
● 教科研究会活性化方法（Teacher Collaboration） 
● 英語で行う英語の授業（English Only Classroom） 
● 試験英語とコミュニケーション英語の調和（Exam 
English and Real English） 
● 正確性と流暢性指導のバランス（Accuracy and 
Fluency） 
● 多文化的理解指導（Multi-cultural Awareness: global 
language） 
● 国際教育（Global Education） 
● 英語教師ネットワーク（Teacher Networking） 
● 学習資料の協同開発（Developing hands-on materials） 
● 生徒の動機誘発技法（Motivating skills） 
● 授業資料総合技術（Integrating skills） 
● 教師のポートフォリオの構築（Building a teaching 
portfolio） 
● インターネット資料の活用（Using internet resources） 
● 図書資料の活用（Using library resources） 
● 英語教育現場研究（Action research） 
● オンライン学習資料の開発（On-line lesson plan） 
 
3．結 語 
以上見てきたとおり、韓国第７次教育課程の中学校英
語教育解説書である『教室授業改善のための中学校英語
科教育課程運営資料』は、官製の解説書でありながらそ
の内容は極めて重厚であり、教室で日々生徒を前にする
中学校英語教師にすぐに役立つ内容であることがわかる。
それは日本の英語教育関係の出版社から出版される中学
校英語教員向けの専門書を感じさせる内容である。ここ
では結語に代えて、なぜこのような詳細な解説書が登場
したのか，その内容にどのような特徴があるのかについ
て考察を加えたい。 
『教室授業改善のための中学校英語科教育課程運営資
料』が発行された 2003年 12月 30日 9は、第7次教育課
程が1997年に告示され、2000年から変則的学年進行で施
行されてから 3 年の経過時点である。当初第７次教育課
程はこれまでの韓国には見られなかった「水準別教育課
程」として注目された教育課程ではあったが、実際それ
を運用する現場からは、これまでこの水準別教育課程に
対して歓迎の声ばかりが聞こえてきたわけではない。深
化・補充型にせよ、段階型にせよ、生徒の学習能力に合
わせたきめ細やかな課程を編成する水準別教育課程は教
師の限られた数と時間の中では困難を極めるというのが
本音のようである 10。 
第７次教育課程施行後３年が経過した2003年に本書題
名のとおり「教室授業改善のための」解説書が発行され
たのも、現場のそういった戸惑いの声に教育人的資源部
が応えた一つの結果ではないかと思われる。しかしその
重厚かつ丁寧な内容からは、韓国初の水準別（能力別）
英語カリキュラムをぜひとも定着させたいという意気込
みすら感じられる。この点、日本の学校英語教育界も十
分に参考すべき点であろう。 
本書の完訳を試みる中で，韓国の中学校英語教育現場
の特徴がいくつか浮かび上がってくる。その最も顕著な
特徴が，IT先進国である韓国の教育への ICTの浸透であ
ろう。そのための章が『教室授業改善のための中学校英
語科教育課程運営資料』の中には設けられており，教案
の中にも「ITC 活用指導案」という一定の形式がすでに
定着している。 
実際，韓国の教室には必ず大型スクリーンのモニター
にPCが直結されており，教師によっては生徒独自のグル
ープ活動でパワーポイントのプレゼンテーション活動を
させている 11。また，現在日本では音声CDが教科書標準
                                                      
9 同日付で、初等学校英語教育解説書である『初等学校教室授
業改善のための英語教科教育課程運営資料』と高等学校英語教
育解説書である『教室授業改善のための高等学校英語科教育課
程運営資料』も発行されている。 
10 2001年から継続している現地調査のインタビューによる。 
11前仁川延壽中学英語科教諭李賢珠先生の実践(木村，2006a:25)。 
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付録教材であるのに対し，韓国ではマルチメディア
CD-ROMがどの中学校英語教科書にも周辺教材として存
在する。しかも，教師用音声 CD のみが流通している日
本と異なり，韓国では生徒用のマルチメディアCD-ROM
が一般書店で販売されている。 
マルチメディアCD－ROMの最大の特徴は，動画と音
声を一体化した点である。教師は教科書のダイアログを
動画つきで提示できるばかりではなく，教科書に準拠し
た様々な練習問題や教授資料を教室の大型スクリーンに
そのまま CD-ROM から投影することができる（木村，
2006b：69）。音声のみの提示しかできない日本の英語教
室現場と比べ、生徒の英語学習への動機づけに少なから
ぬ格差があると感じる。 
もう一つの特徴として，英語による英語の授業の推進
(Teaching Egnlish through English:TEE)が挙げられる。TEE
は第 7 次教育課程施行に際し，教育人的資源部から発令
された指示であるが，英語の授業で英語のみを使用する
ことを国家レベルの政策として一律導入する点は，1997
年の初等学校への英語導入を決断したこと同様にいかに
も韓国らしい。日本であれば議論噴出するこのような政
策に対し，一刀両断で導入に踏み切るところは，時に教
師に大きな負担を強いることもあるが，一国の将来を見
据えた大胆な政策を英断する姿に小気味良さすら感じる。
大きな決断に伴う現場の「痛み」に真摯に取り組む現場
の教師のダイナミックな姿と，それに対応した日々の実
践，そしてそれを支える国家の英語教育政策には我々が
学ぶべき点も多いのではないだろうか。 
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